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Ⅰ．調査の概要 

１．調査の目的 

本調査は、平成２０年３月に策定した高松市環境基本計画（平成２０年度～平成２７年

度）の計画期間終了にともない、次期環境基本計画を策定するにあたって、市民の皆様や

事業者の方々が日ごろ環境全般について感じていること、市の環境行政に対する意見・要

望についてお聞かせいただき、今後の運営及び次期環境基本計画の策定に反映させること

を目的として実施したものです。 

 

２．調査の項目 

（１）市民アンケート 

アンケート項目 設問の内容 

属性 性別・年齢・居住年数・職業・居住地区 

問１ 環境についての関心度 各環境分野の項目別の関心度 

問２ 環境に対する改善度・満足度 
居住地区を中心とした環境の改善度・満

足度 

問３～問６ 環境保全に関する取組 日常における取組の実施状況及び環境保

全活動への参加意向 

問７～問８ 市の取組について  より良い環境づくりのために市が取組む

べき施策 

問９～問 11 高松市の環境の将来像 環境面からのまちづくりの方向性 

将来に残したい自然、歴史、文化的遺産 

将来の高松市のイメージ 

問 12 自由意見等について 環境について感じていること、環境行政

に対する意見・要望など 

 

（２）事業者アンケート 

アンケート項目 設問の内容 

属性 従業員数・業種 

問１～問６ 環境保全に関する取組 

ISO14001 の認証取得状況 

環境保全に向けた取組の実行度 

環境対策へ取り組むことへの認識 

環境対策へ取り組む上での問題・課題 

問７ 事業所と環境の関連について 事業活動と環境問題の関連 

問８～問９ 環境に関する情報 環境保全に関する情報の取得状況 

不足している情報 

問 10 市の取組について より良い環境づくりのために市が取組む

べき施策 

問 11 自由意見等について 環境全般についての意見・要望など 
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３．調査の対象 

（１）市民アンケート 

住民基本台帳をもとに、無作為に抽出した１８歳以上の市民１，０００人    

 

（２）事業者アンケート 

業種別電話番号データから無作為に抽出した高松市内の３００事業所 

 

４．調査の実施方法 

実施期間 ：平成２６年９月２５日（木）～１０月１０日（金） 

配布及び回収方法：郵送 

 ※市民アンケートについては、回収率を向上させるため、実施期間以降に再度アンケ

ートへの協力依頼を行い、回収の締め切りを１２月２５日（木）まで延期した。 

 

 送付数 回収数 回収率 

市 民 １，０００ ４５８ ４５．８％ 

事業者 ３００ １４９ ４９．７％ 
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Ⅱ．調査結果 

１．市民アンケート 

○属性 

１）性別 

 

男性 195 42.6% 

女性 261 57.0% 

無回答 2 0.4% 

合 計 458 100.0% 

 

 

２）年齢 

 

10 代 11 2.4% 

20 代 42 9.2% 

30 代 59 12.9% 

40 代 68 14.8% 

50 代 70 15.3% 

60 代 105 22.9% 

70 代以上 100 21.8% 

無回答 3 0.7% 

合 計 458 100.0% 

 

 

３）居住年数 

 

３年未満 23 5.0% 

３年以上 10 年未満 41 9.0% 

10 年以上 20 年未満 48 10.5% 

20 年以上 344 75.1% 

無回答 2 0.4% 

合 計 458 100.0% 
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４）職業 

 

会社員・団体職員など被雇用者 118 25.8% 

公務員 28 6.1% 

商工サービス自営業（家族従業を含む） 18 3.9% 

農林水産業 10 2.2% 

自由業（作家、画家、弁護士、医師、会計士など） 7 1.5% 

パート、アルバイト 55 12.0% 

学生 17 3.7% 

主婦 96 21.0% 

無職 98 21.4% 

その他 7 1.5% 

無回答 4 0.9% 

合 計 458 100.0% 

 

５）居住地区（5地区に区分） 

  地区別の町名は下記「住所区分町名一覧」の通り 

 

中心部 87 19.0% 

中 部 157 34.3% 

東 部 114 24.9% 

西 部 51 11.1% 

南 部 36 7.9% 

無回答 13 2.8% 

合 計 458 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

中心部

茜町、朝日新町、朝日町、井口町、今新町、今里町、内町、扇町、男木町、上之町、瓦町、片原町、観光

町、上福岡町、観光通、亀岡町、鍛冶屋町、亀井町、北浜町、楠上町、寿町、御坊町、紺屋町、西宝町、
幸町、桜町、三条町、新北町、塩屋町、塩上町、城東町、紫雲町、昭和町、末広町、瀬戸内町、大工町、

多賀町、田町、玉藻町、中央町、築地町、鶴屋町、天神前、常盤町、通町、磨屋町、中新町、中野町、錦
町、西内町、西の丸町、西町、花園町、旅篭町、番町、浜ノ町、花ノ宮町、百間町、東浜町、東田町、兵
庫町、福田町、古馬場町、福岡町、藤塚町、古新町、本町、松福町、松島町、丸の内、丸亀町、宮脇町、

峰山町、南新町、室町、室新町、女木町、八坂町、栗林町

中部

一宮町、円座町、太田上町、太田下町、岡本町、紙町、上天神町、鹿角町、上林町、川部町、木太町、

三名町、出作町、田村町、多肥上町、多肥下町、檀紙町、勅使町、寺井町、成合町、中間町、西ハゼ
町、西春日町、西山崎町、東ハゼ町、伏石町、仏生山町、松並町、松縄町、三谷町、御厩町、

東部
庵治町、池田町、小村町、春日町、亀田町、川島本町、川島東町、亀田南町、新田町、下田井町、菅沢
町、十川西町、十川東町、高松町、西植田町、林町、東山崎町、東植田町、前田西町、前田東町、牟礼

町、元山町、屋島東町、屋島中町、屋島西町、由良町、六条町

西部
飯田町、生島町、植松町、鬼無町、郷東町、香西東町、香西本町、香西西町、香西南町、香西北町、国
分寺町、神在川窪町、亀水町、鶴市町、中山町

南部 香川町、香南町、塩江町

住所区分町名一覧 
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各項目に高い関心を持たれていることがうかがえますが、市民参加の項目（環境活動、

環境教育・環境学習）が他と比較して関心度が低くなっています。 

都市環境に関する項目は、関心度が高い結果となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

137 

200 

162 

166 

127 

165 

217 

225 

188 

172 

215 

170 

86 

82 

262 

217 

248 

232 

266 

247 

204 

207 

234 

223 

203 

229 

297 

275 

48 

25 

30 

43 

47 

35 

21 

17 

25 

46 

27 

48 

65 

88 

11 

16 

18 

17 

18 

11 

16 

9 

11 

17 

13 

11 

10 

13 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活排水や事業場からの排水 

騒音・振動・悪臭 

ばい煙や自動車排出ガスによる大気汚染 

化学物質や農薬などによる環境汚染 

身近な生き物 

自然とのふれあい 

美しい景観 

緑の空間 

ごみの減量・資源化 

水の循環利用 

地球温暖化の防止 

新エネルギーへの転換 

環境活動（環境美化、緑化活動など） 

環境教育、環境学習 

大いに関心がある 関心がある 関心はない 無回答 

問１ 次の環境項目について、どれくらい関心がありますか。 

あなたの考えに最も近い番号を１つ選んで、○をつけてください。 

１ 大いに関心がある 

２ 関心がある 

３ 関心はない 

 

n＝458 

【生活環境】 

【自然環境】 

【循環型社会】 

【都市環境】 

【地球環境】 

【市民参加】 
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改善度 満足度 

１ 良くなった １ 大いに満足 

２ 変わらない ２ 満足 

３ 悪くなった ３ 不満 

 

改善度・満足度の回答数を項目別にグラフ化したものが下記です。次頁に、改善度・満

足度評価の相関関係を表した散布図を示しています。 

問１の結果にも関連しますが、ごみの問題には関心が高いことがうかがわれます。ごみ

出しマナーの改善・満足度は高い反面、不法投棄・ポイ捨てに関しては厳しい評価となっ

ています。同様の問題に関しては、自由意見にも多くの回答が寄せられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問２ お住まいの地区を中心とした環境について、ここ数年間で変化したと思いますか。 

また、現在はどの程度満足していますか。次の項目の「改善度」と「満足度」そ

れぞれについて、１～３の中から１つ選んで、その番号に○をつけてください。 

 

 

 

 

32%

21%

20%

20%

19%

14%

14%

13%

12%

10%

10%

10%

9%

8%

6%

6%

5%

5%

5%

4%

3%

3%

3%

2%

54%

70%

71%

72%

58%

72%

58%

74%

66%

67%

65%

78%

79%

79%

69%

70%

74%

83%

79%

69%

70%

81%

60%

56%

12%

6%

6%

5%

20%

11%

26%

7%

20%

19%

21%

9%

7%

10%

18%

20%

17%

9%

13%

25%

23%

10%

33%

38%

3%

4%

3%

3%

3%

3%

3%

6%

3%

3%

4%

3%

6%

3%

6%

4%

4%

3%

3%

3%

3%

5%

3%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ごみ出しのマナーや分別収集

安定した水資源の確保

ごみの減量・リサイクルの推進

水の循環利用と節水の推進

快適な歩行・自転車利用の空間

ゆとりの空間（公園や運動場など）

ごみのポイ捨て

地域や学校での環境教育

河川や池のきれいさ

公共交通の利便性

廃棄物の不法投棄

自然や緑と調和したまち並み

環境活動への参加

悪臭の状況

海のきれいさ

海や川など、うるおいのある水辺空間

身近な自然とのふれあい

歴史的・文化的遺産と調和したまち並み

空気のきれいさ

野山や森林、田畑などの緑の豊かさ

騒音や振動の状況

土壌汚染の状況

鳥などの動物、虫や魚など身近な生き物の生息数

身近で感じる地球温暖化の現状

改善度

良くなった 変わらない 悪くなった 無回答

2%

3%

4%

4%

3%

3%

5%

4%

8%

7%

3%

2%

5%

3%

6%

5%

1%

3%

3%

2%

4%

1%

2%

3%

73%

72%

71%

70%

70%

70%

68%

67%

63%

63%

67%

67%

61%

59%

55%

52%

55%

53%

52%

53%

46%

43%

40%

32%

17%

21%

19%

19%

22%

22%

22%

24%

24%

24%

25%

25%

30%

31%

34%

40%

39%

39%

41%

37%

45%

50%

51%

61%

8%

4%

5%

7%

5%

5%

5%

5%

4%

5%

5%

7%

5%

6%

5%

4%

5%

5%

4%

8%

5%

6%

6%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

環境活動への参加

空気のきれいさ

水の循環利用と節水の推進

地域や学校での環境教育

歴史的・文化的遺産と調和したまち並み

悪臭の状況

ごみの減量・リサイクルの推進

自然や緑と調和したまち並み

ごみ出しのマナーや分別収集

安定した水資源の確保

身近な自然とのふれあい

土壌汚染の状況

野山や森林、田畑などの緑の豊かさ

海や川など、うるおいのある水辺空間

ゆとりの空間（公園や運動場など）

快適な歩行・自転車利用の空間

騒音や振動の状況

鳥などの動物、虫や魚など身近な生き物の生息数

河川や池のきれいさ

海のきれいさ

公共交通の利便性

身近で感じる地球温暖化の現状

廃棄物の不法投棄

ごみのポイ捨て

満足度

大いに満足 満足 不満 無回答

改善度・満足度 

※住居地区別の結果は別紙参照 
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1 空気のきれいさ 13 快適な歩行・自転車利用の空間 

2 河川や池のきれいさ 14 公共交通の利便性 

3 海のきれいさ 15 ゆとりの空間（公園や運動場など） 

4 土壌汚染の状況 16 自然や緑と調和したまち並み 

5 安定した水資源の確保 17 歴史的・文化的遺産と調和したまち並み 

6 水の循環利用と節水の推進 18 ごみ出しのマナーや分別収集 

7 騒音や振動の状況 19 ごみの減量・リサイクルの推進 

8 悪臭の状況 20 ごみのポイ捨て 

9 野山や森林、田畑などの緑の豊かさ 21 廃棄物の不法投棄 

10 海や川など、うるおいのある水辺空間 22 身近で感じる地球温暖化の現状 

11 
鳥などの動物、虫や魚など身近な生き

物の生息数 
23 地域や学校での環境教育 

12 身近な自然とのふれあい 24 環境活動への参加 

  

-30.0

-20.0

-10.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

-50.0 -40.0 -30.0 -20.0 -10.0 0.0 10.0 20.0 30.0

20ごみのポイ捨て

7

22地球温暖化

9

6

5

19

23

15

12

21 不法投棄

18 ゴミ出しマナー

14

10
4

3
13

2

16

8
17

1 空気のきれいさ

24 環境活動

11生き物の数

満足度

改
善
度

環境項目一覧表 

改善度・満足度評価散布図 
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項   目 改善度 満足度 

ごみ出しのマナーや分別収集 20.4 57.6 

水の循環利用と節水の推進 15.3 63.1 

ごみの減量・リサイクルの推進 15.1 58.7 

安定した水資源の確保 15.0 57.1 

地域や学校での環境教育 7.0 63.1 

ゆとりの空間（公園や運動場など） 3.6 35.1 

環境活動への参加 1.4 66.2 

自然や緑と調和したまち並み 0.7 54.7 

快適な歩行・自転車利用の空間 -1.4 22.0 

悪臭の状況 -1.6 56.5 

歴史的・文化的遺産と調和したまち並み -4.1 56.7 

土壌汚染の状況 -7.4 48.6 

河川や池のきれいさ -8.1 17.4 

空気のきれいさ -9.0 60.2 

公共交通の利便性 -9.7 9.7 

廃棄物の不法投棄 -11.4 -6.5 

ごみのポイ捨て -12.1 -24.0 

身近な自然とのふれあい -12.2 51.5 

海のきれいさ -12.8 21.7 

海や川など、うるおいのある水辺空間 -14.4 37.1 

騒音や振動の状況 -20.4 19.8 

野山や森林、田畑などの緑の豊かさ -21.5 42.6 

鳥などの動物、虫や魚など身近な生き物の生息数 -31.4 21.0 

身近で感じる地球温暖化の現状 -37.3 -6.3 

 

 ※改善度の評価は、良くなった〈+1〉点、変わらない〈0〉点、悪くなった〈-1〉点として、

指摘率にかけて合計点を求めた。 

  

 

  

環境項目別評価  改善度の評価点により並び換え 
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項   目 改善度 満足度 

環境活動への参加 1.4 66.2 

水の循環利用と節水の推進 15.3 63.1 

地域や学校での環境教育 7.0 63.1 

空気のきれいさ -9.0 60.2 

ごみの減量・リサイクルの推進 15.1 58.7 

ごみ出しのマナーや分別収集 20.4 57.6 

安定した水資源の確保 15.0 57.1 

歴史的・文化的遺産と調和したまち並み -4.1 56.7 

悪臭の状況 -1.6 56.5 

自然や緑と調和したまち並み 0.7 54.7 

身近な自然とのふれあい -12.2 51.5 

土壌汚染の状況 -7.4 48.6 

野山や森林、田畑などの緑の豊かさ -21.5 42.6 

海や川など、うるおいのある水辺空間 -14.4 37.1 

ゆとりの空間（公園や運動場など） 3.6 35.1 

快適な歩行・自転車利用の空間 -1.4 22.0 

海のきれいさ -12.8 21.7 

鳥などの動物、虫や魚など身近な生き物の生息数 -31.4 21.0 

騒音や振動の状況 -20.4 19.8 

河川や池のきれいさ -8.1 17.4 

公共交通の利便性 -9.7 9.7 

身近で感じる地球温暖化の現状 -37.3 -6.3 

廃棄物の不法投棄 -11.4 -6.5 

ごみのポイ捨て -12.1 -24.0 

  

※満足度の評価は、大いに満足〈+2〉点、満足〈+1〉点、不満〈-1〉点として、指摘率に

かけて合計点を求めた。 

 

  

環境項目別評価  満足度の評価点により並び換え 



10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

32
%

21
%

20
%

20
%

19
%

14
%

14
%

13
%

12
%

10
%

10
%

10
%

9% 8% 6% 6% 5% 5% 5% 4% 3% 3% 3% 2%

54
%

70
%

71
%

72
%

58
% 72

%

58
%

74
%

66
%

67
%

65
%

78
%

79
%

79
%

69
%

70
%

74
% 83

%

79
%

69
%

70
%

81
%

60
%

56
%

12
% 6% 6% 5%

20
%

11
%

26
%

7%

20
%

19
%

21
%

9% 7% 10
%

18
%

20
% 17

%

9%

13
%

25
%

23
% 10

%

33
%

38
%

3% 4% 3% 3% 3% 3% 3% 6% 3% 3% 4% 3% 6% 3% 6% 4% 4% 3% 3% 3% 3% 5% 3% 4%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

ご
み
出
し
の
マ
ナ
ー
や
分
別
収
集

安
定
し
た
水
資
源
の
確
保

ご
み
の
減
量
・リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

水
の
循
環
利
用
と
節
水
の
推
進

快
適
な
歩
行
・自
転
車
利
用
の
空
間

ゆ
と
り
の
空
間
（公
園
や
運
動
場
な
ど
）

ご
み
の
ポ
イ
捨
て

地
域
や
学
校
で
の
環
境
教
育

河
川
や
池
の
き
れ
い
さ

公
共
交
通
の
利
便
性

廃
棄
物
の
不
法
投
棄

自
然
や
緑
と
調
和
し
た
ま
ち
並
み

環
境
活
動
へ
の
参
加

悪
臭
の
状
況

海
の
き
れ
い
さ

海
や
川
な
ど
、
う
る
お
い
の
あ
る
水
辺
空
間

身
近
な
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

歴
史
的
・文
化
的
遺
産
と
調
和
し
た
ま
ち
並
み

空
気
の
き
れ
い
さ

野
山
や
森
林
、
田
畑
な
ど
の
緑
の
豊
か
さ

騒
音
や
振
動
の
状
況

土
壌
汚
染
の
状
況

鳥
な
ど
の
動
物
、
虫
や
魚
な
ど
身
近
な
生
き
物
の
生
息
数

身
近
で
感
じ
る
地
球
温
暖
化
の
現
状

改
善
度

良
く
な
っ
た

変
わ
ら
な
い

悪
く
な
っ
た

無
回
答

2% 3% 4% 4% 3% 3% 5% 4%

8% 7%

3% 2% 5% 3% 6% 5% 1% 3% 3% 2% 4% 1% 2% 3%

73
%

72
%

71
%

70
%

70
%

70
%

68
%

67
% 63

%

63
%

67
%

67
%

61
%

59
%

55
%

52
%

55
%

53
%

52
%

53
%

46
%

43
%

40
%

32
%

17
% 21

%

19
%

19
%

22
%

22
%

22
%

24
%

24
%

24
%

25
%

25
%

30
%

31
%

34
%

40
%

39
%

39
%

41
%

37
%

45
%

50
%

51
%

61
%

8%

4% 5% 7% 5% 5% 5% 5% 4% 5% 5% 7% 5% 6% 5% 4% 5% 5% 4%

8% 5% 6% 6% 4%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

環
境
活
動
へ
の
参
加

空
気
の
き
れ
い
さ

水
の
循
環
利
用
と
節
水
の
推
進

地
域
や
学
校
で
の
環
境
教
育

歴
史
的
・文
化
的
遺
産
と
調
和
し
た
ま
ち
並
み

悪
臭
の
状
況

ご
み
の
減
量
・リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

自
然
や
緑
と
調
和
し
た
ま
ち
並
み

ご
み
出
し
の
マ
ナ
ー
や
分
別
収
集

安
定
し
た
水
資
源
の
確
保

身
近
な
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

土
壌
汚
染
の
状
況

野
山
や
森
林
、
田
畑
な
ど
の
緑
の
豊
か
さ

海
や
川
な
ど
、
う
る
お
い
の
あ
る
水
辺
空
間

ゆ
と
り
の
空
間
（公
園
や
運
動
場
な
ど
）

快
適
な
歩
行
・自
転
車
利
用
の
空
間

騒
音
や
振
動
の
状
況

鳥
な
ど
の
動
物
、
虫
や
魚
な
ど
身
近
な
生
き
物
の
生
息
数

河
川
や
池
の
き
れ
い
さ

海
の
き
れ
い
さ

公
共
交
通
の
利
便
性

身
近
で
感
じ
る
地
球
温
暖
化
の
現
状

廃
棄
物
の
不
法
投
棄

ご
み
の
ポ
イ
捨
て

満
足
度

大
い
に
満
足

満
足

不
満

無
回
答



11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  2% 3% 1% 3%

9%

5% 3% 2% 2% 1% 3%

7%

3% 2%

6%

2% 3% 1%

7%

2% 1% 1% 0% 2%

74
%

71
%

74
%

70
%

60
%

64
%

66
%

64
%

64
%

66
%

63
%

59
%

62
%

60
%

54
%

57
%

55
%

56
% 49

%

45
%

45
%

45
%

45
%

32
%

17
%

20
%

16
%

17
%

24
%

23
%

24
%

25
%

25
%

24
%

26
%

30
%

30
%

25
%

31
%

33
%

36
%

33
%

37
%

45
%

46
%

48
%

51
%

61
%

7% 6%

9% 9% 7% 8% 7% 8% 8% 9% 7% 5% 5%

13
% 9% 7% 6%

9% 7% 8% 8% 6% 5% 5%

0%
10

%
20

%
30

%
40

%
50

%
60

%
70

%
80

%
90

%
10

0%

空
気
の
き
れ
い
さ

歴
史
的
・文
化
的
遺
産
と
調
和
し
た
ま
ち
並
み

環
境
活
動
へ
の
参
加

地
域
や
学
校
で
の
環
境
教
育

安
定
し
た
水
資
源
の
確
保

水
の
循
環
利
用
と
節
水
の
推
進

野
山
や
森
林
、
田
畑
な
ど
の
緑
の
豊
か
さ

悪
臭
の
状
況

海
や
川
な
ど
、
う
る
お
い
の
あ
る
水
辺
空
間

身
近
な
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

自
然
や
緑
と
調
和
し
た
ま
ち
並
み

ご
み
出
し
の
マ
ナ
ー
や
分
別
収
集

ご
み
の
減
量
・リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

土
壌
汚
染
の
状
況

ゆ
と
り
の
空
間
（公
園
や
運
動
場
な
ど
）

快
適
な
歩
行
・自
転
車
利
用
の
空
間

河
川
や
池
の
き
れ
い
さ

鳥
な
ど
の
動
物
、
虫
や
魚
な
ど
身
近
な
生
き
物
の
生
息
数

海
の
き
れ
い
さ

公
共
交
通
の
利
便
性

騒
音
や
振
動
の
状
況

廃
棄
物
の
不
法
投
棄

身
近
で
感
じ
る
地
球
温
暖
化
の
現
状

ご
み
の
ポ
イ
捨
て

中
心
部
満
足
度

大
い
に
満
足

満
足

不
満

無
回
答

32
%

26
%

25
%

24
%

21
%

17
%

15
%

14
%

14
%

14
%

13
%

11
%

10
%

9% 8% 7% 5% 5% 3% 3% 3% 2% 2% 2%

54
%

59
% 68

%

69
%

70
%

67
%

64
% 71

% 76
%

72
%

76
%

70
%

75
%

75
% 82

%

83
%

74
%

86
%

82
%

79
%

56
%

68
%

79
%

60
%

13
%

13
% 2% 3% 8%

11
%

20
% 11

% 8%

13
%

6%

16
% 13

%

13
% 6% 8%

17
%

8%

6% 14
%

38
% 25

%

16
%

34
%

1% 2% 5% 3% 1%

5%

1% 3% 2% 1%

6%

2% 2% 3% 5% 2% 5%

1%

9%

3% 2% 5% 2% 3%

0%
10

%
20

%
30

%
40

%
50

%
60

%
70

%
80

%
90

%
10

0%

ご
み
出
し
の
マ
ナ
ー
や
分
別
収
集

快
適
な
歩
行
・自
転
車
利
用
の
空
間

安
定
し
た
水
資
源
の
確
保

水
の
循
環
利
用
と
節
水
の
推
進

ご
み
の
減
量
・リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

河
川
や
池
の
き
れ
い
さ

ご
み
の
ポ
イ
捨
て

海
の
き
れ
い
さ

悪
臭
の
状
況

自
然
や
緑
と
調
和
し
た
ま
ち
並
み

地
域
や
学
校
で
の
環
境
教
育

廃
棄
物
の
不
法
投
棄

ゆ
と
り
の
空
間
（公
園
や
運
動
場
な
ど
）

公
共
交
通
の
利
便
性

環
境
活
動
へ
の
参
加

空
気
の
き
れ
い
さ

身
近
な
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

歴
史
的
・文
化
的
遺
産
と
調
和
し
た
ま
ち
並
み

土
壌
汚
染
の
状
況

海
や
川
な
ど
、
う
る
お
い
の
あ
る
水
辺
空
間

身
近
で
感
じ
る
地
球
温
暖
化
の
現
状

騒
音
や
振
動
の
状
況

野
山
や
森
林
、
田
畑
な
ど
の
緑
の
豊
か
さ

鳥
な
ど
の
動
物
、
虫
や
魚
な
ど
身
近
な
生
き
物
の
生
息
数

中
心
部
改
善
度

良
く
な
っ
た

変
わ
ら
な
い

悪
く
な
っ
た

無
回
答



12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2
4

%

18
%

1
8

%

17
%

1
6

%

12
%

1
2

%

1
1

%

11
%

1
0

%

10
%

8
% 8% 6

%

6
%

4
% 4% 4
%

3
%

3% 3
%

2% 1
%

1%

5
5

% 70
% 7
6

%

72
%

6
9

%

53
%

7
7

%

5
7

% 6
2

%

6
7

%

61
%

7
7

%

67
%

8
1

%

80
%

6
2

% 69
%

6
5

%

6
8

% 78
%

5
5

%

84
%

8
1

%

54
%

1
9

%

8%

4
%

9
%

1
3

%

32
%

6
%

2
9

% 24
% 2
2

%

25
%

1
2

%

21
%

1
1

%

7%

3
1

% 23
%

2
4

% 2
7

% 17
%

3
9

%

11
%

1
3

%

41
%

3
%

3% 2
%

2
% 1
%

3% 5
% 2

%

3% 2
%

4% 3
%

4% 2
%

7%

2
%

3%

7
% 2

%

3% 3
% 3% 5

% 4%

0%
1

0
%

20
%

30
%

40
%

50
%

60
%

70
%

80
%

90
%

1
0

0
%

ご
み
出
し
の
マ
ナ
ー
や
分
別
収
集

ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

水
の
循
環
利
用
と
節
水
の
推
進

安
定
し
た
水
資
源
の
確
保

ゆ
と
り
の
空
間
（
公
園
や
運
動
場
な
ど
）

ご
み
の
ポ
イ
捨
て

地
域
や
学
校
で
の
環
境
教
育

快
適
な
歩
行
・
自
転
車
利
用
の
空
間

公
共
交
通
の
利
便
性

河
川
や
池
の
き
れ
い
さ

廃
棄
物
の
不
法
投
棄

悪
臭
の
状
況

海
や
川
な
ど
、
う
る
お
い
の
あ
る
水
辺
空
間

自
然
や
緑
と
調
和
し
た
ま
ち
並
み

環
境
活
動
へ
の
参
加

野
山
や
森
林
、
田
畑
な
ど
の
緑
の
豊
か
さ

身
近
な
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

海
の
き
れ
い
さ

騒
音
や
振
動
の
状
況

空
気
の
き
れ
い
さ

鳥
な
ど
の
動
物
、
虫
や
魚
な
ど
身
近
な
生
き
物
の
生
息
数

歴
史
的
・
文
化
的
遺
産
と
調
和
し
た
ま
ち
並
み

土
壌
汚
染
の
状
況

身
近
で
感
じ
る
地
球
温
暖
化
の
現
状

中
部
改
善
度

良
く
な
っ
た

変
わ
ら
な
い

悪
く
な
っ
た

無
回
答

5%

2
%

2
% 2% 3% 1
% 3
% 6% 5%

1
% 6

%

2% 2
%

1
%

8
%

3% 1
%

1
% 4% 2% 3
%

0
% 3% 3%

71
%

7
2

%

7
2

%

71
%

69
%

7
1

%

6
8

%

62
%

64
%

6
6

% 6
0

%

61
%

6
1

%

5
9

% 5
2

%

56
%

5
4

%

5
4

%

48
%

49
%

4
3

%

3
9

% 3
6

%

29
%

20
%

2
2

%

1
7

% 25
%

20
%

2
4

%

2
3

%

28
%

27
%

2
7

%

3
0

%

32
%

3
2

%

3
6

%

3
7

%

37
%

3
6

% 4
3

%

43
%

46
%

5
0

%

5
4

%

55
%

64
%

4% 4
%

9
%

3%

7% 4
%

7
% 3% 4% 6
% 4
%

4% 6
% 4
% 3
%

4%

9
%

3
%

5% 3% 4
%

7
% 6% 5%

0%
10

%
20

%
30

%
40

%
5

0
%

60
%

70
%

80
%

90
%

10
0%

水
の
循
環
利
用
と
節
水
の
推
進

悪
臭
の
状
況

環
境
活
動
へ
の
参
加

空
気
の
き
れ
い
さ

地
域
や
学
校
で
の
環
境
教
育

歴
史
的
・
文
化
的
遺
産
と
調
和
し
た
ま
ち
並
み

ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

安
定
し
た
水
資
源
の
確
保

自
然
や
緑
と
調
和
し
た
ま
ち
並
み

土
壌
汚
染
の
状
況

ご
み
出
し
の
マ
ナ
ー
や
分
別
収
集

身
近
な
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

海
や
川
な
ど
、
う
る
お
い
の
あ
る
水
辺
空
間

騒
音
や
振
動
の
状
況

ゆ
と
り
の
空
間
（公
園
や
運
動
場
な
ど
）

野
山
や
森
林
、
田
畑
な
ど
の
緑
の
豊
か
さ

海
の
き
れ
い
さ

河
川
や
池
の
き
れ
い
さ

公
共
交
通
の
利
便
性

快
適
な
歩
行
・
自
転
車
利
用
の
空
間

鳥
な
ど
の
動
物
、
虫
や
魚
な
ど
身
近
な
生
き
物
の
生
息
数

身
近
で
感
じ
る
地
球
温
暖
化
の
現
状

廃
棄
物
の
不
法
投
棄

ご
み
の
ポ
イ
捨
て

中
部
満
足
度

大
い
に
満
足

満
足

不
満

無
回
答



13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3
7

%

2
3

%

2
3

%

2
2

%

2
1

%

1
8

%

1
6

%

1
4

%

1
4

%

1
2

%

1
2

%

9
%

9
%

8
%

8
%

7
%

6
%

6
%

6
%

5
%

5
%

4
%

4
%

4
%

5
4

%

6
8

%

5
8

%

7
0

%

6
9

%

6
3

% 7
2

%

5
7

%

6
9

%

7
0

%

8
2

%

8
2

%

7
4

% 8
2

%

7
8

%

7
8

%

7
3

%

6
9

%

6
8

%

7
9

% 8
3

%

7
2

%

6
8

%

5
4

%

4
% 4
%

1
6

%

2
% 6
%

1
8

% 1
0

%

2
3

%

8
% 1

5
%

3
%

6
%

1
1

%

7
%

1
1

%

1
1

%

1
7

%

2
1

%

2
0

%

1
5

% 1
0

%

2
1

%

2
5

%

3
7

%

5
% 4
% 4
%

6
% 4

% 2
%

3
%

6
%

9
%

3
%

4
%

4
%

6
% 4

% 3
%

4
%

4
% 4
%

6
% 1

%

2
%

3
%

3
%

6
%

0
%

1
0

%
2

0
%

3
0

%
4

0
%

5
0

%
6

0
%

7
0

%
8

0
%

9
0

%
1

0
0

%

ご
み
出
し
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収
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資
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確
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快
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行
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自
転
車
利
用
の
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間
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減
量
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リ
サ
イ
ク
ル
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進

水
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循
環
利
用
と
節
水
の
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進

河
川
や
池
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き
れ
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り
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空
間
（
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や
運
動
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な
ど
）

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
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域
や
学
校
で
の
環
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育
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の
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便
性
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然
や
緑
と
調
和
し
た
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並
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史
的
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と
調
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近
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ど
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身
近
な
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

自
然
や
緑
と
調
和
し
た
ま
ち
並
み

空
気
の
き
れ
い
さ

悪
臭
の
状
況

ご
み
出
し
の
マ
ナ
ー
や
分
別
収
集

水
の
循
環
利
用
と
節
水
の
推
進

ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

歴
史
的
・
文
化
的
遺
産
と
調
和
し
た
ま
ち
並
み

地
域
や
学
校
で
の
環
境
教
育

環
境
活
動
へ
の
参
加

安
定
し
た
水
資
源
の
確
保

土
壌
汚
染
の
状
況

野
山
や
森
林
、
田
畑
な
ど
の
緑
の
豊
か
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鳥
な
ど
の
動
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虫
や
魚
な
ど
身
近
な
生
き
物
の
生
息
数
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と
り
の
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間
（
公
園
や
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動
場
な
ど
）

騒
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の
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で
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投
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満
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ご
み
出
し
の
マ
ナ
ー
や
分
別
収
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ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

安
定
し
た
水
資
源
の
確
保

快
適
な
歩
行
・
自
転
車
利
用
の
空
間

水
の
循
環
利
用
と
節
水
の
推
進

ゆ
と
り
の
空
間
（
公
園
や
運
動
場
な
ど
）

ご
み
の
ポ
イ
捨
て

地
域
や
学
校
で
の
環
境
教
育

環
境
活
動
へ
の
参
加

廃
棄
物
の
不
法
投
棄

自
然
や
緑
と
調
和
し
た
ま
ち
並
み

河
川
や
池
の
き
れ
い
さ

海
や
川
な
ど
、
う
る
お
い
の
あ
る
水
辺
空
間

公
共
交
通
の
利
便
性

歴
史
的
・
文
化
的
遺
産
と
調
和
し
た
ま
ち
並
み

海
の
き
れ
い
さ

土
壌
汚
染
の
状
況

悪
臭
の
状
況

鳥
な
ど
の
動
物
、
虫
や
魚
な
ど
身
近
な
生
き
物
の
生
息
数

野
山
や
森
林
、
田
畑
な
ど
の
緑
の
豊
か
さ

身
近
な
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

身
近
で
感
じ
る
地
球
温
暖
化
の
現
状

空
気
の
き
れ
い
さ

騒
音
や
振
動
の
状
況
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わ
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環
境
活
動
へ
の
参
加

水
の
循
環
利
用
と
節
水
の
推
進

ご
み
出
し
の
マ
ナ
ー
や
分
別
収
集

ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

空
気
の
き
れ
い
さ

土
壌
汚
染
の
状
況

安
定
し
た
水
資
源
の
確
保

悪
臭
の
状
況

地
域
や
学
校
で
の
環
境
教
育

身
近
な
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

歴
史
的
・
文
化
的
遺
産
と
調
和
し
た
ま
ち
並
み

自
然
や
緑
と
調
和
し
た
ま
ち
並
み

野
山
や
森
林
、
田
畑
な
ど
の
緑
の
豊
か
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ゆ
と
り
の
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（
公
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や
運
動
場
な
ど
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や
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、
う
る
お
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の
あ
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・
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利
用
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近
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の
生
息
数

騒
音
や
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近
で
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や
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の
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の
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棄
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ご
み
出
し
の
マ
ナ
ー
や
分
別
収
集

快
適
な
歩
行
・
自
転
車
利
用
の
空
間

ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

安
定
し
た
水
資
源
の
確
保

水
の
循
環
利
用
と
節
水
の
推
進

廃
棄
物
の
不
法
投
棄

野
山
や
森
林
、
田
畑
な
ど
の
緑
の
豊
か
さ

身
近
な
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

ご
み
の
ポ
イ
捨
て

地
域
や
学
校
で
の
環
境
教
育

環
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活
動
へ
の
参
加

空
気
の
き
れ
い
さ

海
の
き
れ
い
さ

公
共
交
通
の
利
便
性

ゆ
と
り
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空
間
（
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園
や
運
動
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な
ど
）
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然
や
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と
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和
し
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ま
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土
壌
汚
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の
状
況
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音
や
振
動
の
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悪
臭
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や
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な
ど
、
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お
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の
あ
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史
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的
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和
し
た
ま
ち
並
み

河
川
や
池
の
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れ
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鳥
な
ど
の
動
物
、
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や
魚
な
ど
身
近
な
生
き
物
の
生
息
数

身
近
で
感
じ
る
地
球
温
暖
化
の
現
状

南
部
改
善
度

良
く
な
っ
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変
わ
ら
な
い

悪
く
な
っ
た

無
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ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

環
境
活
動
へ
の
参
加

ご
み
出
し
の
マ
ナ
ー
や
分
別
収
集

空
気
の
き
れ
い
さ

歴
史
的
・
文
化
的
遺
産
と
調
和
し
た
ま
ち
並
み

水
の
循
環
利
用
と
節
水
の
推
進

地
域
や
学
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で
の
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教
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安
定
し
た
水
資
源
の
確
保

自
然
や
緑
と
調
和
し
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ま
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野
山
や
森
林
、
田
畑
な
ど
の
緑
の
豊
か
さ

身
近
な
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

土
壌
汚
染
の
状
況

悪
臭
の
状
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海
や
川
な
ど
、
う
る
お
い
の
あ
る
水
辺
空
間

騒
音
や
振
動
の
状
況

快
適
な
歩
行
・
自
転
車
利
用
の
空
間

ゆ
と
り
の
空
間
（
公
園
や
運
動
場
な
ど
）

鳥
な
ど
の
動
物
、
虫
や
魚
な
ど
身
近
な
生
き
物
の
生
息
数

公
共
交
通
の
利
便
性

河
川
や
池
の
き
れ
い
さ

海
の
き
れ
い
さ

廃
棄
物
の
不
法
投
棄

身
近
で
感
じ
る
地
球
温
暖
化
の
現
状

ご
み
の
ポ
イ
捨
て

南
部
満
足
度

大
い
に
満
足

満
足

不
満

無
回
答
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  ごみの分別、ポイ捨てをしないが９５.４％の実施率になっている一方で、市の環境学習

への参加はわずか４.４％にとどまっています。 

 

ごみをきちんと分別して出す。 437 95.4% 

ごみのポイ捨てをしないようにしている。 425 92.8% 

廃食油をそのまま流さないようにしている。 394 86.0% 

行楽地などで自分が出したごみは持ち帰っている。 376 82.1% 

使い捨て商品を買わず、詰め替えできる商品を購入している。 350 76.4% 

冷房温度を高め、暖房温度を低めに設定し、省エネルギーに努めている。 344 75.1% 

テレビや照明などはこまめに消すなど、節電に努めている。 344 75.1% 

生ごみを出すときは、水きりを十分に行っている。 329 71.8% 

シャワー等をするときは、お湯を流しっぱなしにしない。 327 71.4% 

流しには水切りネットを使い、汚れのひどい食器は拭いてから洗っている。 309 67.5% 

期限切れや食べ残しなどで、食品をごみにしないように気をつけている。 303 66.2% 

近隣の迷惑にならないよう、テレビやステレオの音量を調整したり、楽器を演

奏する時間に配慮したりしている。 
294 64.2% 

買い物で過剰包装を断ったり、新聞広告をメモ帳や計算用紙に利用するなど、

紙ごみの排出抑制を心がけている。 
282 61.6% 

洗剤を使いすぎないようにしている。 274 59.8% 

自動車を運転するときは、アイドリングストップや適正な速度での走行、急発

進をしないなどのエコドライブを実行している。 
264 57.6% 

電化製品は、省電力型の製品を優先して購入する。 259 56.6% 

風呂の残り湯を再利用するなど、節水に努めている。 256 55.9% 

近距離の移動には、徒歩か自転車を使っている。 244 53.3% 

家族で同じ部屋を使用し、冷暖房や照明に必要な電力を節電する。 225 49.1% 

空き缶やごみが落ちていたら、拾ってごみ箱に入れている。 222 48.5% 

トイレットペーパーなどは、リサイクル商品を購入している。 199 43.4% 

買い物に行く時は、買い物かごやマイバッグを持っていき、レジ袋を受け取ら

ないようにしている。 
177 38.6% 

電化製品を長時間使用しないときは、主電源を切っている。（待機電力カット） 166 36.2% 

地域の美化活動などの環境活動に参加する。 126 27.5% 

犬の散歩時のふんはビニール袋などに入れて持ち帰るようにしている。 123 26.9% 

ごみの減量や資源化など、身近な環境問題について、家族や友人などで話題に

する。 
103 22.5% 

旅行やレジャーでは、マイカーより公共交通機関を利用する。 100 21.8% 

通勤や買い物には、バス・鉄道などの公共交通機関を利用している。 71 15.5% 

生ごみは堆肥化などで有効利用している。 60 13.1% 

フリーマーケットなどを通じて不用品の交換を行う。 48 10.5% 

市が開催する環境学習などに参加する。 20 4.4% 

以上の項目以外で、すでに取り組んでいること 22 4.8% 

無回答 7 1.5% 

問３ 次の項目のうち、あなたがすでに取り組んでいることを選んで、あてはまるすべて

の番号に○をつけてください。また、これ以外で、すでに取り組んでいることがあ

れば、その内容を記入してください。 

複数回答・回答数降順並び替え 
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95.4%

92.8%

86.0%

82.1%

76.4%

75.1%

75.1%

71.8%

71.4%

67.5%

66.2%

64.2%

61.6%

59.8%

57.6%

56.6%

55.9%

53.3%

49.1%

48.5%

43.4%

38.6%

36.2%

27.5%

26.9%

22.5%

21.8%

15.5%

13.1%

10.5%

4.4%

4.8%

1.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0% 120.0%

ごみをきちんと分別して出す。

ごみのポイ捨てをしないようにしている。

廃食油をそのまま流さないようにしている。

行楽地などで自分が出したごみは持ち帰っている。

使い捨て商品を買わず、詰め替えできる商品を購入している。

冷房温度を高め、暖房温度を低めに設定し、省エネルギーに努めている。

テレビや照明などはこまめに消すなど、節電に努めている。

生ごみを出すときは、水きりを十分に行っている。

シャワー等をするときは、お湯を流しっぱなしにしない。

流しには水切りネットを使い、汚れのひどい食器は拭いてから洗っている。

期限切れや食べ残しなどで、食品をごみにしないように気をつけている。

近隣の迷惑にならないよう、テレビやステレオの音量を調整したり、

楽器を演奏する時間に配慮したりしている。

買い物で過剰包装を断ったり、新聞広告をメモ帳や計算用紙に利用するなど、

紙ごみの排出抑制を心がけている。

洗剤を使いすぎないようにしている。

自動車を運転するときは、アイドリングストップや適正な速度での走行、

急発進をしないなどのエコドライブを実行している。

電化製品は、省電力型の製品を優先して購入する。

風呂の残り湯を再利用するなど、節水に努めている。

近距離の移動には、徒歩か自転車を使っている。

家族で同じ部屋を使用し、冷暖房や照明に必要な電力を節電する。

空き缶やごみが落ちていたら、拾ってごみ箱に入れている。

トイレットペーパーなどは、リサイクル商品を購入している。

買い物に行く時は、買い物かごやマイバッグを持っていき、

レジ袋を受け取らないようにしている。

電化製品を長時間使用しないときは、主電源を切っている。（待機電力カット）

地域の美化活動などの環境活動に参加する。

犬の散歩時のふんはビニール袋などに入れて持ち帰るようにしている。

ごみの減量や資源化など、身近な環境問題について、家族や友人などで話題

にする。

旅行やレジャーでは、マイカーより公共交通機関を利用する。

通勤や買い物には、バス・鉄道などの公共交通機関を利用している。

生ごみは堆肥化などで有効利用している。

フリーマーケットなどを通じて不用品の交換を行う。

市が開催する環境学習などに参加する。

31までの項目以外に、すでに取り組んでいること

無回答

複数回答・回答数降順並び替え 

n＝458 
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◆ 問３のその他の取組の記入回答は、下記のとおりです。 

雨水を庭の散水用に貯水している 

地域一斉清掃を年二回実施 

近隣の河川（排水溝管）の清掃を適宜実施 

水路の川の掃除、ヘドロの始末。年 2 回程度する。田のよこみちの草刈り、ごみの始末

をする。 

節電 水切りネットを使用して廃食油を流さない 

自分自身でボランティア。ごみ、かんなどを拾っている 

ゴーヤで緑のカーテンを作っている 

生ごみはグリーンポットに入れて堆肥化して利用している 

環境美化 

井戸水を使っている 

生活排水をバケツにためて花木の水やりに使う 

我が家の犬の糞以外も片づけています。見ていないと犬の糞をそのままにして散歩し家

の周りにされて困っています。 

ティッシュはなるべく使わない。漬物やピクルスの汁で使えるものは調味料として使う 

ＣＯ2排出を少なくする取り組みをしている 

ゴミコンポストの利用 

下水 

少量の洗濯は手洗い。高松商店街へは琴電利用 

自分で出来ることはすべてしている 

車はハイブリッドを購入 

風呂の湯を少なめに入れる 

雨水利用 植木、打ち水利用 

環境に優しい洗剤の使用 

節水 
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環境活動には、「積極的に参加したい」の回答は非常に少ないものの、「都合のつく範囲

で」「興味のある活動であれば」を加えて２５２件と半数を超える方の回答を得た結果とな

っています。 

環境活動の企画内容により、多くの市民の参加が期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11 

98 

143 

152 

43 

11 

0 20 40 60 80 100 120 140 160

積極的に参加したい 

都合のつく範囲で参加したい 

興味のある活動であれば参加したい 

参加したい気持ちはあるが、参加できない 

参加したいと思わない 

無回答 

問４ 今後、環境保全活動に参加したいと思いますか。 

あなたの考えに最も近い番号を１つ選んで、○をつけてください。 

 １ 積極的に参加したい（→問５へ） 

 ２ 都合のつく範囲で参加したい（→問５へ） 

 ３ 興味のある活動であれば参加したい（→問５へ） 

 ４ 参加したい気持ちはあるが、参加できない（→問６へ） 

 ５ 参加したいと思わない（→問６へ） 

n＝458 
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参加が期待される活動は、「水辺、公園、道路などの清掃活動や緑化活動」が多くの回答

を得ています。自由意見においても、公園、道路の清掃・美化・緑化に関わる意見が多く

寄せられており、市民の課題意識が高いことがうかがわれます。 

他の項目については、ほぼ同数の回答となっており、前設問の「興味があれば」の回答

を裏付けるように、多様な項目を選択されていることがうかがわれます。 

環境教育・環境学習などの項目の回答数は低い結果となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※その他記入： 

・野良犬など保健所にいる動物たちの里親探しや募金やその他活動 

  

136 

71 

67 

73 

67 

74 

47 

2 

5 

0 20 40 60 80 100 120 140 160

水辺、公園、道路などの清掃活動や緑化活動 

ごみの減量を目的とする活動 

地球温暖化防止に係る勉強会や講習会 

自然観察会や自然環境保全に関する活動 

農業体験、林業体験、漁業体験 

歴史的・文化的遺産を学び保全する活動 

学校教育や地域での環境学習、講習会、 

環境保全活動などの運営ボランティア 

その他 

無回答 

問５ 問４で１、２、３のいずれかを回答された方におたずねします。 

参加したい環境保全活動を、次の１～７の中から選び、あてはまるすべての番号に○

をつけてください。 

１ 水辺、公園、道路などの清掃活動や緑化活動 

２ ごみの減量を目的とする活動 

３ 地球温暖化防止に係る勉強会や講習会 

４ 自然観察会や自然環境保全に関する活動 

５ 農業体験、林業体験、漁業体験 

６ 歴史的・文化的遺産を学び保全する活動 

７ 学校教育や地域での環境学習、講習会、環境保全活動などの運営ボランティア 

８ その他 （                    ） 

ｎ＝252 
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「参加できない」「参加したいと思わない」理由としては、「多忙」「年齢・体力」の点が

あがっています。環境活動を企画する上で、それらを考慮した対応も必要になりそうです。 

一方、「興味がないから」「何も変わらないと思うから」という否定的な意見は１７件と

少数であり、高松市民の意識の高さもうかがわれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※その他記入： 

・主人が倒れて 8年も介護しています。いろいろな行事の参加はできないのです。 

・環境保全は啓蒙や教育では達成できない。規制強化と刑罰化で対処すべき 

・日々の生活の中で気をつけていきたいが一度二度と活動に参加することに意義を感じな

い為。時間のムダ。日々の生活で全員が少しずつ気をつけることが大切では？ 

・環境保全活動は行政が手抜きし過ぎ。管理している人間がまともに行動するべき 

・子どもの行事と重なることが多いため 

・高齢の母がいるため参加できない 

  

7 

10 

100 

63 

5 

8 

2 

0 20 40 60 80 100 120

環境保全活動に興味がないから 

参加しても何も変わらないと思うから 

毎日多忙であり、環境保全活動に参加する余

裕がないから 

年齢や健康、体力的に無理だと思うから 

市民ではなく、行政や事業所で取り組むべき

ことだと思うから 

その他 

無回答 

問６ 問４で４、５のいずれかを回答された方におたずねします。 

「参加したい気持ちはあるが、参加できない」「参加したいと思わない」理由に

ついて、次の１～５の中からあてはまる番号を１つ選んで○をつけてください。 

１ 環境保全活動に興味がないから 

２ 参加しても何も変わらないと思うから 

３ 毎日多忙であり、環境保全活動に参加する余裕がないから 

４ 年齢や健康、体力的に無理だと思うから 

５ 市民ではなく、行政や事業所で取り組むべきことだと思うから 

６ その他（                    ） 

ｎ＝195 



22 

 

 

 

 

 

行政の施策としては、「水質浄化」と「ごみの投げ捨てや不法投棄」の対策を求める回答

が多い結果となっています。次いで、「水資源対策」「河川・道路や公園の清掃・美化」や

「自然環境の保全」「公園・緑地の整備」「外来生物対策」があがっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

44.3% 

40.6% 

34.1% 

33.6% 

29.0% 

27.9% 

24.7% 

23.8% 

22.9% 

22.5% 

22.1% 

19.4% 

19.2% 

15.3% 

14.4% 

14.4% 

14.0% 

13.5% 

10.0% 

7.2% 

7.0% 

5.5% 

4.8% 

4.1% 

3.9% 

3.7% 

1.7% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

海や河川、池などの水質浄化 

ごみの投げ捨てや不法投棄の防止対策 

水源保護、節水意識の向上、雨水有効利用などの水資源対策 

河川・道路や公園の清掃・美化 

野山や森林などの自然環境の保全 

緑豊かな公園・緑地の整備 

外来生物対策 

海や川など、うるおいのある水辺空間の整備 

騒音・振動の対策 

ごみの減量・リサイクルの推進 

大気汚染の対策 

再生可能エネルギーの導入・推進 

地域や学校における環境教育 

歴史的・文化的遺産の保護 

動物・植物などの保護 

自然景観や田園風景などの景観の保全 

その他の地球温暖化防止対策 

悪臭の対策 

省エネルギー設備の導入・推進 

土壌汚染の対策 

環境に関する情報提供 

法律・条例などによる市民生活の制限 

法律・条例などによる企業活動の制限 

環境への取組の指針づくり 

環境に関する学習会や講演会等のイベントの開催 

市民、事業者、ＮＰＯ等の環境保全活動の推進・支援 

無回答 

問７ より良い環境づくりを進めるために、高松市は今後どのようなことに力を入れて取

り組むべきだと思いますか。次の項目の中から５つ選び、その番号に○をつけてく

ださい。 

複数回答・回答数降順並び替え 

ｎ=458 
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ゴミ 美化 

屋島登山、五色台ウォークラリーなどとして市民参加型のイベントがあればいいと思う。

（参加者にはごみ袋一杯のゴミ拾いを一日の目標として） 

とにかく車からのポイ捨てが多すぎる。分煙が殆どできていないに等しい。するならきち

んとしてほしい。 

高松市内地域ごとに環境美化に取り組む推進をしてほしい。特に川や道路にゴミの投げ捨

てや不法投棄（ペットボトルや空き缶や色々なものが投げ捨てられている） 地域ごとに

月に 1～2回取り組む事に市が推進すること。 

ゴミの投げ捨て 

ごみ袋を明るくデザイン化すれば雑にならないように思います。 

犬の散歩時糞対策、ごみのポイ捨て対策（川、田、空地） 

ペットの糞対策を取り締まる 

不法投棄防止 

不法投棄の取り締まりを厳しくする  

ポイ捨ての取り締まり。観光客にも理解してもらえる工夫を 

水 

うどん屋の排水問題に取り組んでいただきたい。 

水資源について 公共の場所で今よりもっと雨水を利用する（トイレなど）とか海水利用

など（海水の真水化） 

今年は大丈夫だったが高松は毎年水不足になる。県庁や市役所などの公共施設は一年を通

して水圧を下げる（絞る？）などして（支障が出ない程度に）いけばいいと思います。 

水洗トイレを市全体で取り組み。もう少し安くみんなのどの家庭でもできるような単価で

できたらいいですね 

生活排水を直に水路へ流す家がある。改善してほしい 

夏季における渇水対策に取り組んでほしい（給水制限が始まれば不衛生の原因になる） 

雨が続くと道路が冠水してトイレが使用できないので困る 

水不足にならないための環境づくり、台風や大雨の時に通行止になるところの改善 

うどんの排水を綺麗にする。節水コマの無料配布 

うどん屋さんの排水が気になります。 

 

 

  

問８ 問７の項目以外で力を入れてほしいことや、高松市らしい環境の施策などがありま

したら、自由に記入してください。 
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都市整備 

自転車道の整備、植樹により自動車道と区分した段差のない路面 

子どもが外で遊べるところが減ってきたので児童公園が増えればよい 

子ども達が元気いっぱい遊べる公園を作る。木太町にはない。花壇を設置しのびのび遊べ

なくしている。税金の無駄遣い。 

防災公園、トイレの整備（防災対応もかねる） 

アパートや住宅の建築規制をしてほしい。建ちすぎ。田畑が無くなり風通しが悪くなった。

空き家、空アパートが多いのにこんなに新築しないといけないかと思う 

緑や道の整備 

瀬戸内海の海と山を綺麗に保ってほしい。街中に公園や緑化してほしい。水不足、節水対

策、地震対策、台風対策 

環境負荷低減へのコンパクトシティ化、市中心部における自動車利用の制限、公共交通機

関の利用促進 

瓦町周辺の活性化、旧天満屋、ダイエーなどへの企業誘致、若者の流出を防ぐ 

元天満屋前に駐輪場が欲しい。24時間開けていてほしいです。 

交通対策 

バスや電車等本数が少なくなっているからどうしても車を使わないといけなくなる。もう

ちょっとバスの本数を増やしてほしい。一日三本はつらい。iruCa の妊婦バージョンも使っ

てほしい 

公共交通機関のバスを 15 分毎に通行する。ラッシュ時の交通渋滞を防ぎ、環境対策に。琴

電運賃を補助して安くすれば利用者が増える 

市民病院が引越した後のバス停は老人ホーム前になればケアハウスの人達は助かると思う 

車社会になっているので以前あったようなバスの交通機関を願う（産業道路を通過するバ

ス） 

高松市は相対的に小さな都市なので市内移動は出来る限り自動車ではなく自転車を活用す

るように 

環境リサイクルセンターのようなところを設けるべき。町や公園にベンチなど過ごしやす

い施設を求む。バスなど路線の本数より、もっとわかりやすい路線、路線図、急行のよう

なバスをつくり具合の悪い人や年寄り、足の悪い人も公共機関を利用しやすくなるように

力を入れるべき。可燃ごみ収集日を三回に戻せ。ごみ料金を取るな。職安の派遣・斡旋を

止めるむだをはぶけ（電車に乗るのに駅から遠い駐車場を作るな） 

自転車道路・置き場の整備。（歩道、自転車道、車道に分ける） 

生活道路の舗装も大切だけど幹線道路の補修を重点に実施してほしい。路線バスが一日何

十回も通る振動で家屋の損壊が心配、なんとかならぬか？ 

公共交通や自転車利用が増えるような環境作りをさらに進めて欲しい 
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車、バイク、自転車等の交通マナーが悪いと思います。私も含めて気をつけなければいけ

ないと思います。 

公共交通（バス）の利便性をもっとよくしてほしい。便数や運航時間の延長 

公共交通機関の整備・充実 

自転車道の整備、周辺地域その街灯の整備 

自転車道を郊外にも整備し市民がもっと自転車を活用できる環境を勧進して頂きたい。レ

ンタル自転車をもっと気軽に使える整備拡大していただければと思う 

歩道橋の整備 

JR と琴電の接続をよくする 

栗林公園、屋島ドライブウェイの排気ガス対策 

景観 

路側帯の植え込みが雑草に覆われていることがよくあり見苦しく地域の人々の手を借りて

除草できればよくなると思う 

瀬戸内海の海の青に花木の緑を大切にいることをアピール 

ＪＲ周辺の美化、特に草木の撤去、見た目が悪く出来る限り自分で行っている。ＪＲや市

から何の援助もなく負担になっている 

道路の草、ごみなどの整理。草が伸びて木が枯れて見苦しい。道路が多いのでもっと頻繁

に清掃すると良い 

紫雲山遊歩道愛好者が減ったのか、本年は場所によっては清掃されず雑草が腰より上の高

さに伸び、到底侵入歩行不能でさびしい思いをしました。 

河川を綺麗にしてほしい。海辺などの清掃活動に注力 

自然保護 景観 

世界に誇る瀬戸内の美をもっとアピールしていくために海水はもう少し綺麗にした方がよ

いと思う 

水辺動物の保護 自然との共生 

外来生物対策ですが近くの用水路で見られる生物がそういったものであるか（メダカ等）

調査してほしい。普通に子どもたちがとって飼育できるのかどうかわからないので 

動物たちの保護 

魚の住める河川づくりの推進 

瀬戸芸（瀬戸内国際芸術祭）で島の環境が悪くなることは避けられれば良いなと思います 

道路を増やさないでほしい。田や畑をのこしてほしい。 

屋島地区の場合、イノシシやサルの出没の情報及び捕獲手段の周知等、もっと細かい情報

がほしい 
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地球温暖化防止 

日照率が高いのだからソーラー発電 

各家庭への太陽光発電の支援 

広報 

一人一人の心掛けや気持ちがないと変わらないと思う。自分たちが気持ちよく高松市で過

ごしたいと思えるような環境緑を増やす。美しくしようと思える景観を市が率先してつく

り、広告や新聞でいいので目に入るよう、全ての人の目に触れるような工夫をしてほしい。 

教育 

環境美化→子どもたちへの指導教育 

五色台青少年育成活動の継続教育 

観光、まちづくり 

水利にとらわれない、ため池の有効活用。屋島の観光活用（山頂以外） 

瀬戸内芸術祭などの香川に人を呼び込む運動 

高速道路で「ようこそ香川県（うどん県）へ」「またの機会をお待ちしています」の看板

をつけてほしい。他県ではあるのに香川県では見当たらない。（愛媛～香川） 

香川のアピールをもっとしたらどうか 

福祉 

保育所の充実（少子化対策、女性が子どもを産んで働きやすい環境を作る） 

その他 

地域特性を生かす取り組みを推進してほしい 

ほぼ全部、自分は市民として出来ることはしているつもり？あとは頭のいい人に良い考え

を 

この項目全てが大事でありますので力を入れて取り組んでください。 

市自体の営利事業を行って財政を増してはどうか？ 

今後、高齢化社会を迎える時代、健康維持の為家族同様の犬の散歩で公園に入れない。高

齢者の憩いの場所が少ない。もっと規制緩和する必要がある。 

一言声掛け運動 マナーがいい方向にいけばよい。マナー指導者が欲しい 

スポーツ特にサッカー場の設備での環境施策 

野良猫の駆除（ハト・カラス含む）、中央通りの街路樹の野鳥駆除と整理（標識が見えない） 

市職員の地区の活動などをテレビなどで紹介すべきではないでしょうか。市役所付近の清

掃以外にも目を向けてほしいです。 

親子で考える環境問題の講習会。農業、漁業を守ってほしい 
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高松市のまちづくりの方向性においても「ごみの少ないきれいなまち」の回答が最も多

く、次いで「景観の美しいまち」となっています。 

「きれいなまち」「美しいまち」に対する意識の高さがうかがわれます。 
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38 
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ごみの少ないきれいなまち  

山や海、田園やまち並みなどの景観の美しいまち 

美しい緑や多様な生き物など自然豊かなまち  

地球温暖化防止など地球環境に配慮したまち 

省エネ、省資源の環境にやさしいまち 

その他 

無回答 

問９ 環境の面から、高松市はどんなまちづくりを行っていけばよいでしょうか。 

   あなたの考えに最も近い番号を、２つまで選んで○をつけてください。 

１ 美しい緑や多様な生き物など自然豊かなまち  

２ ごみの少ないきれいなまち  

３ 省エネ、省資源の環境にやさしいまち  

４ 山や海、田園やまち並みなどの景観の美しいまち  

５ 地球温暖化防止など地球環境に配慮したまち 

６ その他（                 ） 

複数回答・回答数降順並び替え 

ｎ=458 
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【残したい自然】 

回  答 件数 回  答 件数 

瀬戸内海 高松の海、 

瀬戸内海の島々・風景 
26 大的場 1 

香東川 12 柏原渓谷 1 

塩江町 塩江の川・山・自然 温泉郷 9 風穴 1 

春日川 7 屋島小学校下の長池と道池 1 

五剣山 6 三郎池(三谷町） 1 

新川 5 小田池 1 

八栗山 4 神崎 1 

庵治の海岸線 自然、山、海、浜辺 4 飯野山 1 

ため池 4 大滝山 1 

紫雲山 3 堂山 1 

六目山 2 日山等小さな山 1 

勝賀山 山道 2 クレーター五座 1 

男木島、女木島、鬼ヶ島 2 生島 1 

御厩池 2 西植田町の山林一帯 1 

ごぼう川 1 久米山山頂からの風景 1 

相引川 1 源平の里の裏側の海 1 

吉田川 1 漁港周辺の街並み 1 

 

◆ご意見など 

今ある自然は残してほしい、今のまま 

香川県のすべての自然、各地域の里山 

島々の自然や歴史的なもの 

身近な川や海、近所の小川や木々の有る公園。子どもたちの遊び場が理想です。 

屋島の景観 有料化を廃止して多くの人が往来できるようでありたい 

歴史は特に大切にしたいです 

里山、登山客も増えていることから小さい山も大切に整備していきたい 

東部運動公園周辺のタヌキ、サル、イノシシの住める場所（今年だけで 10 頭近く道

路ではねられていた） 

塩江町の川（魚、ザリガニを捕まえたり泳いだりと子どもの夏の思い出づくりにぴっ

たり） 

里山、登山客も増えていることから小さい山も大切に整備していきたい 

問 10 高松市で、将来も残したい、大切にしたい自然や歴史的・文化的遺産がありまし

たら、それらの内容を記入してください（複数可）。 

（残したい自然：海、山、川や池などの名称や場所） 

（残したい歴史的・文化的遺産：神社、寺、史跡、建築物、公園、祭りなどの名称） 
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【残したい歴史的・文化的遺産】 

 回  答 件数 回  答 件数 

（神社、寺、史跡、公園） （祭り、伝統芸能） 

屋島 城、寺、水族館 83 高松まつり 10 

栗林公園 77 仏生山の大名行列 5 

仏生山公園 法然寺、城下町 30 ひょうげ祭り 5 

玉藻公園 玉藻城 高松城 33 法然寺の念仏踊り 1 

四国八十八か所 遍路道 19 一合まいたの踊り 1 

峰山 石清尾山古墳群 16 漆器 1 

五色台 9 農村歌舞伎 1 

公渕公園 7 （近代建築物） 

田村神社 5 県庁東館 7 

石清尾八幡宮 5 サンポート 6 

空港公園 3 香川県立体育館 3 

中央公園 3 イサムノグチ美術館 1 

ちきり神社 2 瀬戸内海歴史民俗資料館 1 

城山 2 香南歴史民族郷土館 1 

大島青松園 1 左甚五郎美術館 1 

一宮神社 1 さぬきこどもの国 1 

藤塚神社 1 県立武道館 1 

宇佐八幡宮 1 （商店街など） 

大窪寺 1 丸亀町商店街 1 

八幡寺 1 中央商店街 1 

四国村 1 本町通り 1 

国分八幡神社  1 琴電 1 

神社仏閣の景観 1 
  

如意輪寺公園 1   

被雲閣 1   

源平合戦の史跡 1   

出羽城跡 1   

神崎 1   

 

その他（市外）  

讃岐富士 小豆島の虫送り 

直島 まんのう公園・池 

小豆島の海や山 猪熊弦一郎美術館 

 平賀源内遺品陳列館 
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◆ご意見など 

今ある歴史的・文化的遺産は、残してほしい 

江戸時代からの古い寺  お城 過去のお城 古代山城 

屋島や源平古戦場に関連したもの・ちょうさ祭り全般 

女木島の桃太郎に関する伝説 

公渕公園の桜 今が一番の見ごろ時期ですが、十年二十年後のことを考え、今から少しず

つ植樹していってほしい。 

塩江に古民家、高松に塩田があるのでもっと知ってほしい 

神社 寺 史跡 祭り 

戦前、終戦直後からある建物 

地区の夏・秋祭りを残したい 

春には市を開いて秋には祭りと、以前は行われていた行事が時代とともに身近なところで

なくなってしまったため、また以前のようにしてほしい。 

文化的遺産、寺院、史跡 

港の赤灯台（世界に一つしかないガラス灯台、市民の心の明かり）。由佐城（こんなとこ

ろにお城があったんやということと歴史が残る） 

宮脇町石清尾八幡宮と秋まつり 高松市はなんで代々氏神様として続いているお八幡さん

の秋まつりに仏生山の行列をぶつけてくるのか？おかしい（日程を同じにしている）市の

広報にも秋祭りをのせていない 

屋島城の復元 

屋島山上水族館⇒観光地なんだから屋島ドライブウェイを無料にしてほしい。いつまで民

営でやるの？県にしたらいいじゃん。観光地で民営はおかしい 

栗林公園を保存、今でも十分手入れがされていると思いますがこれからもより良い保存を

願う 

歴史は特に大切にしたいです 

寺院、神社は建物のみならず境内もトータルとして  

ため池のある風景 

岩国神社の藤、40 年前はとてもきれいでした 

屋島山頂付近を整備し観光客を迎え入れるようにしたらよいと思う（現在は恥ずかしくて

案内できない） 

屋島の壇ノ浦・四国村・屋島ドライブウェイのＰＲに本腰を入れる 

現在の史蹟へのサービス情報ネット地図の設置 

屋島 ケーブルカーが止まって久しいですが、もう一度動かしてほしい 

粟林公園 もっと市がアピールすべき 

市民にＰＲしてください 

郷土の歴史を知る上で石碑等は貴重な材料です。例えば古高松の津ノ村にある「鍬塚」（久

保桑閑 撰文）などの保存は全くされていない。源平古戦場あたりの保存は順次できつつ

あるが江戸時代の史蹟も説明板など設置して、広く皆が知ってくれるよう管理されては？

コミュニティの活用も考えられる 
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空 海  空気 

「青・蒼・碧」いつまでも瀬戸内海は青く山々には木々が繁り田圃には青々とした苗が風

に揺れている。 

色彩の都・高松。四季折々、朝・昼・夜に変化する海・山・雲・ビルの影など美しく変化

する高松を視覚的に表現 

清らかな空と海 

空気のおいしい高松市 

青い海 

車の排気ガスがすべてなくなれば、道路周辺の人たちは気持ちよく過ごせると思います。 

地球にやさしい 

環境負荷の少ない世界の誇れる街、自転車・歩行移動の有効利用 

「地球に優しい」になってほしい 

歩道や自転車の道を整備すれば、自動車に乗る回数が減り大気汚染や騒音も改善されるの

では？ 

活気、賑わい 人が集まる 

活気ある町 

活気のある地方都市（シャッター街ではない） 

瓦町のアーケードなど活気のある市でありつづけて欲しい 

観光客でにぎわう街 

県外の人が来たいと思う場所 

県外や市外の方が何度も訪れたいと思う環境でありたい。 

環境での産業開発 

若い者次第。昔の町がいいと思って動いても若者が後々ついてきません。 

街のにぎわいは大切、瓦町周辺は再整備必要。人の流れはトキワ街にない県庁通り。街の

にぎわいと里の豊かさ 

特産物の多い（うどん、鳥以外で） 

年金でも入れる施設があればよい。町全体が暖かく、おだやかで、元気な街になるといい

なあと思います。商店街とか天満屋の跡。空き家が多いので庶民でも行けるお店が入ると

いいなと思います。コンパクトな街でもギュッとつまった、活気のある、県外の人も住み

たくなるような街 

高松市外の人が来たい、来てよかったと思えるような場所。街と緑が融合 

問 11 将来の高松市の環境は、どうなっていると良いと思いますか。 

あなたが住み続けたいと思う「高松市のイメージ」をことばで表してください。

簡単なキーワードのようなものでも、短い文章でもかまいません。自由に記入し

てください。 
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都市、整備 

道路の整備がされている  

山、川、池の危険なところに看板がある 

人と人がつながり助け合い、暖かい高松市民 

人も車もスムーズに流れる町 

都会化 

古いものと新しいものが調和した緑豊かな街 

緑が多くてゆっくり過ごせる公園が沢山あれば嬉しいです。 

歩いて行けるところに公園があったり、花や緑のある町 

旅行に行っても香川ほど街に緑のあるところは少ないと思います。これ以上緑を減らさな

いで 

交通マナーが悪いので、もう少しみんなでマナーを守って安全な街になるといい。中央通

りのように緑多い街並みを維持してほしい 

緑の多い街 

身近に公園がある。自転車道などが整備され自動車によらず移動ができる 

商店街の自転車不法駐車対策、都市部の美化促進 

サンポート中心じゃなく商店街中心のまちづくりにしてほしい。サンポートは何もない。

商店街の方が長く続く道づくりができている 

生活環境と業務環境を区別して静かな街づくり 

近代的な都市空間と目の前に瀬戸内海が広がる開放的なベイエリアの魅力をさらに発展

させてほしい 

土壌環境を整え、市民が安心して地産地消に取り組むようにしてほしい 

便利 交通 

公共交通機関が充実していて高齢者にも住みやすい。広告を制限する条例が出来たそうで

すが、ガチャガチャした感じの無いシンプルな街になっている 

公共交通機関の改善された交通の便の良い街、緑豊かな田園風景 

公共交通機関の利便さ、歩行者が安全に歩ける歩道 

交通事故の少ない安心できる町。歩行者、高齢者を優先した町。 

自動車を必要としない町 

近くに散歩などでいける自然があり、また買物なども手軽に行ける。 

都会すぎず、田舎すぎない便利で住みやすい街 

徒歩もしくは自転車で用事が済ませるような街になっているといいですね 

便利、安心 

便利、快適、安全 

段差のない歩道（ベビーカー、車いすなどの利用がしやすい） 

高齢化に向けて老人が住みやすい街であり（交通の便）緑豊かな市であってほしい 
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狭くても道路が充実している 

余りにも急速な近代都市でなく、少しは田舎を残してほしいです。公共交通機関もきちん

として、年寄りが車なしでも出歩くことができれば理想です。 

自転車に乗ればどこにでも行ける街 

高松は他県に比べて急な坂道がすくないので、自転車道を整備できたらと思う。安全な走

行ができる。 

住宅の乱雑な建設により、地区の繋がりの減少やもめごとが多発しない町。大型ショッピ

ングモールではなく、地域の経済に活力のある町（地産地消のような） 

高松市南部地区の人口が増加しにぎわうのはよいが、交通渋滞環境等が悪くなっている。

道路整備、通学路の安全等が大切に思う。 

自転車が多いので景観を綺麗に保つべきであれば駐輪場の設置、周知を市報や報道でアピ

ールして歩行者が楽しめるまちづくりはどうでしょうか。市街地に活気が少ないような気

がするので 

バスを増やしてほしい。子どもたちが心配なので学校への行き帰りをバスにしては？ 

車だけでなく、もっと公共交通機関を活用して環境にやさしいまち 

安全 安心 ゆったり やさしい のんびり 

おしゃれで穏やか（パチンコ、暴走族がない街） 

きれいで人に優しい街 

安心して穏やかになれる場所。出て行った人がまた帰ってきたくなる！！ 

災害が少ない自然豊かなところ 

コンパクトで高齢者、子どもが暮らし易いまち、きれいで整っているまち、安心して暮ら

せるまち 

治安がよく、清潔で水の心配のない地方都市 

適度に都会、自然豊かで安心して住める高松市 

のんびりほっこりできる街 

人に優しい 

人に優しい高松市 

毎日が安心して暮らしていける静かな街 

住みやすい田舎 

地域が連携してお互い助け合いながら環境づくり 

安心して住める町 

老齢化に即した公共交通機関の整備 

田や畑が多く、自動車があまり通らない、じいちゃん、ばあちゃんがのんびり安心して歩

けるような昭和のころのあぜ道とか、舗装されない道があって田舎という言葉が似合う環

境だとよいと思う。昔は良かった。整備がされていなくても不便さを感じずのんびりして。 
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高齢でも住みやすい 

高齢者（70 歳以上）障がい者（車いす）が昼間くつろげる施設を作ってほしい 

高齢になっても住み良い環境にしてほしい 

コンパクトで老人でも生活しやすい街。 

福祉が充実しているように思っています 

老人が住みやすい高松市であってほしい 

老後が安心して生活できるように福祉を充実してほしい 

老後も地域で生活が完結できる街 

今は７９歳で元気ですが、これから先寝込んだときとか足が不自由になった時（一人暮ら

し）年金も多くなく、すぐ入れるような施設が欲しいです。今は何か月も待たないと入れ

ないと聞きます。老人が住みやすい高松市であってほしい 

交通マナーの良い、老人にとって買い物のできるところ、大きくなくても食料品が間に合

うところ 

子ども、子育て 

子育てしやすい街。自然が身近にある。お年寄りに優しい。 

子どもが安全で住みやすい市 

子どもが安全に遊べるような公園を増やしてほしい。地域の利用者が清掃管理することで

特色ある公園や散歩道がたくさんあり、子どももお年寄りもふれあえるまち 

子どもからお年寄りまでみんなが安全で安心して暮らせる町 

子どもたちが安心して遊べる環境（安全な公園） 

子どもたちが安心に暮らし、外で遊べる環境であってほしい。 

子どもたちが自然大好き、自然の中で遊ぶのが楽しいと思える街。幼少時の記憶は必ず生

きるうえで大きな方向づけをしていると思う。 

子どもに危険のない街 

子どもに優しい、安全 

自分の子どもたち、孫たちが幸せに暮らせる街であってほしいと思う。 

家族の町、子育てしやすい街、子どもが幸せになる街 

緑の多い自然や青い海を眺めながら、高齢者や小さな子どもを抱えた家族がのんびり散策

できる人に優しい街であってほしい。老いても家に閉じこもらず、地域の人達との交流が

出来る公園や広場が増えることを望んでいる。キーワードは「人と人とのつながり」で、

それを可能にするのは環境だと思う。『地域創生』に目を向け、徐々に若者たちにとって

も魅力ある都市になっていってほしい 

緑が多くてゆっくり過ごせる公園が沢山あれば嬉しいです。小学生の子どもがいますが、

近くの公園には滑り台やブランコが点検後取り外され、そのままで寂しかったです。てっ

きり新しいものを置いてくれるのかと思っていたのに。子どもがかわいそうです。市民の

触れ合いの場がもっとあればと思います。 
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子ども、年寄りが安心して暮らせる環境 

子どもが安全、安心に遊ぶことのできる公園、街づくり 

子どもや高齢者が住みやすい街 

美しい 緑 自然 景観 

美しい自然豊かな街 

美しい海、山、川に恵まれたまち、隣人同士が互いに助け合う温かな社会 

美しい緑の多い街 

美しい緑をもっと増やしていると思います。山・海・川とレジャー遊びがもっとできるよ

うにしていると思います。 

景観の美しい街 

最近田んぼが減って、アパート・住宅が沢山建っているので残念に思っています。将来は

これ以上緑が減らない自然豊かな高松市であってほしい 

緑豊かでゆったりのんびりした町がよい。 

自然、穏やか、田舎 

自然あふれる街、教育に恵まれているまち、安心して生活できる町、災害の少ない街 

自然が一番多く残っている市 

自然が周囲にあわれ生活の快適さが増している。 

自然の多い街、桜の空港のある町 

自然の音、香りが感じられる高松 

自然の恵み、太陽と海 

自然豊かな街 

自然豊かな街づくり 

少しでも緑を多く残したい 

瀬戸内の潮風と豊かな日差しを感じられる景観 

瀬戸内海と自然が美しい 

瀬戸の都高松  

道路に木々などの植物が生存している。街中にも自然がある。 

水と緑にあふれる環境 

変に人の手が加わらない、そのままの自然へ。汚すのは問題外 

身近に自然を感じられる（動植物と距離が近い）  

緑いっぱいの高松市にしてほしいと思います。高松市中心部以外でも、緑が広がるきれい

な高松市として整備してほしい 

緑が残っていて生物がすめる環境  

季節：夏→セミ、メダカ、カブト 秋→コオロギ、トンボ 
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緑の多い自然や青い海を眺めながら高齢者や小さな子どもを抱えた家族がのんびり散策

できる人に優しい街であってほしい。 

緑の五色台、栗林公園 青の瀬戸内海。市章が松であるように渇水で困ることもあるが、

台風等の災害も少なく住みやすい。年々増え続けるごみに対して、ごみの有料化をもう少

し増やしていい。 

緑も綺麗、すみやすい高松 

緑豊かで散歩にでかけたくなるような街 

緑豊かな綺麗な街 

緑を残しつつ子どもたちが遊べる環境 

市内に関しては発展していってもらいたいが、郊外に出れば自然と触れ合うことができる

街。 

昔の自然の良さを残して新しい街づくり 

メリハリのある自然と利促性の融合 

山に行けば整備されている山道があり、海へ行けば浜辺がきれいに整備されている市にな

っていると思う。 

豊かな田畑があるので地産地消をもっとやってほしい。県外の人に果物を送るとすごく喜

んでもらえるので、おいしいものがたくさんあると思う。人の数よりアパートの数が多い

みたい、今ある自然を大切にしていきたいです。 

私は自然の中で静かに鳥の声も聞きながら生活できています。このまま長く続くように願

って。高松市民でよかったなと思います。 

煌めく瀬戸の海・山 

自然や緑の豊かさも大切にしつつ経済的な発展を目指していく高松市になってほしい 

土手で遊べる 

都市と自然が調和する町 

動物を大切にする町。 

動物や植物を大事にする。節水 

島が好きです。沖縄との違いは海のきれいさと文化だけだと思います。第二の沖縄 

歴史と水の都みたいな 

生活道路の美化 

空気がきれいで緑があふれた場所がある 

自然豊かな緑の町 

宝のような瀬戸内海であり続けてほしい 

自然豊かなまち、広がる田園風景 

讃岐平野の豊かな自然と瀬戸内海に流れ込む川とを大切にしつつ、安全性、環境性を大切

にしていく町づくり。南海トラフ大地震に耐えうる町づくり。 
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花、樹木が目立つ街 

あかるい きれいなまち 

美 

美しい街 

綺麗な街 

明るく住みやすく緑保全のいい街 

清潔 

清潔感のある町 区画整理がされて、細かな所まで整備が行き届いた街 

住み良いきれいな高松市だと思う。悪くならないようにだけ頑張れば良いと思う。 

公共機関がもっと発達し、排気ガスの少ない街 

街中も郊外もクリーンで、環境整備の行き届いた高松市であってほしい 

安全、きれい、環境を大切にするクリーンな高松市 

ゆったりとした包容力ある環境都市、明るく健康な街、清潔な都市 

夜は虫の声が聞こえる高松市、水がきれいな高松市 

美しい瀬戸の都市高松 

市民が皆で環境をやさしく変えていき、環境が市民皆をやさしく包みかえていく町であっ

てほしい 

身近にきれいな海があり、空気がきれいで景観がよく、道路の整備された住み良い街 

花、緑の多い高松市。川がきれいな高松市。空気がおいしい高松市。 

騒音がなく、道路・歩道にゴミの少ない綺麗な街並み 

ｇｒｅｅｎ&ｃｌｅａｎ 

緑がある程度豊かできれいな街。都市に鳥の糞が多く落下しているのが気になる 

優しく美しい町 

美しい、ごみがない、クリーン、安全、緑が多い、交通マナー、人に優しい、思いやり、

イキイキ、活動的、学ぶ、生涯現役、青年の息吹で 

明るくきれいな高松市 

きれいな町、子連れに優しいまちになってほしい 

きれいな緑のある町 

こじんまりとしたきれいな街 

緑と花に包まれた街 

空気がきれい 自然が豊か 住みやすいまち 
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ゴミのない きれいな街 

海や川にゴミが一つもない。他人に気を使う町 

海や山が美しく道路がきちんと手入れされていて公園には子どもたちが安心して遊べる

ようになっている 

ゴミのない田園、池、公園 

ゴミが少ない。海がきれい。 

ゴミが捨てられていない。子どもが安全に楽しく遊ぶ場所が多くある。バスなどが使いや

すい 

ゴミの少ない街、犬の糞がない街、交通マナーを守れる街 

ごみのポイ捨てがない街 

ゴミ一つ落ちてないきれいな街。花木のある誰もが心地よく感じられる、そんな街ならど

んなにいいでしょう 

常日頃より地域や学校において環境教育を行い、行政が市民をリードしていけばごみの少

ない明るい街になると思います 

煙草のポイ捨て 0、どこでも自転車で、ステーションが沢山 

ポイ捨てなしのきれいな街、限りある資源を大事にする町 

道にゴミが落ちていない町（ゴミ捨てが面倒すぎるのでポイ捨てや不法投棄が起きるのだ

ということに気づいていないのか？） 

緑豊かなゴミ（ポイ捨て）がない。公害対策ができている 

緑豊かなまち、ごみの落ちていないまち、空気のきれいなまち、水に困らないまち、皆が

公園でくつろげるまち 

散歩に出て道端にゴミがなく、ここに住んでいてよかったと思える街並み 

ごみの減量化 

昔からごみの問題に深く取り組んでいるイメージ 

ごみの少ない街 

分別をきちんとする 

まちづくり 

四国の空の玄関のような街 

豊かな街 

個性ある高松市 

人々の心が作り上げるものです 

今のままでいい 

道路作りすぎ 

よくはならないのでは。アンケートをする費用を環境に役立てるべき。 

市民がその意識を持つ様な指導をすべき、市民の心がけ次第 
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環境項目に対する関心度の設問（問１）の結果を裏付けるように、都市環境に関する意

見が非常に多い結果となっています。中でも、道路・交通・公園に関する意見が多く見ら

れます。また、ごみのポイ捨て、不法投棄、マナーの悪さなどの意見も多く見られます。 

 

上下水、水質 

疑問点あり。高松市上下水道局からの浄化槽法定検査ですが毎年業者依頼し一年簡易定期

的に検査調査している。書類には法的には駄目との言葉があるが何か方法はないのです

か？結果を提出し証明書（改善している、異常なしなど）があればそれでいいのでは… 

海が汚い、魚がいない 

井戸水の利用について 古い井戸も使えるか調査、使用等助成してくれるとありがたい 

下水道の環境が整っても個別浄化槽を引き続き利用している家が多い。もっと推進が必要

（助成金や期限の設定） 

生活排水が水路をとおり田んぼに流れているが大変不衛生であり稲（米）の農作物への影

響はないのか心配である 

水道水の水質問題 

河川や水辺が昔よりきれいになったと思うのでこれからも継続してほしい。市の環境活動

には特に大きな不満はありません。 

水回り（用水路）の整備をしてほしい 

スーパーや飲食店で下水の臭いが気になることがある。改善が進むといいと思う。 

空気 

近隣の野焼きの回数は減ってきましたがまだ燃やしている人が多くいます。やめて欲しい。 

禁煙や分煙で喫煙場所が制限された結果、喫煙マナーの低下が目立ちます。(吸い殻のポイ

捨てや空き缶を灰皿代わりに使用） 

街中の喫煙スペースは嫌煙家にとって不快 

あちこちで何かを燃やしている為窓を開けたくないことが度々ある。 

以前に比べ私のまわりだけかもしれないが喘息の子どもが増えたように思う。大気汚染の

影響だろうか 

今でも野焼きをしている所があります。住宅地の近くでは非常に迷惑に感じています。 

畑を持つ方々が時間、天気に関係なく配慮に欠けた焼き方をしている 

私は、毎日屋島に登っている。１０年前より屋島から視る南の山並み。北の岡山方面の景

色がかすんで見えない日が多くなった気がする。瀬戸大橋も見えない日が多くなった。Ｐ

Ｍ2.5 のせいでしょうか？ 

野焼きなど野外での焼却をやめるように注意してほしい 

 

問 12 このほか、日ごろ身の回りの環境について感じていることや、高松市の環境行政

に関する御意見、御要望などがありましたら、自由に記入してください。 
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廃棄物 ごみ マナー 

川や海が汚くなっている。ポイ捨てが増えている 

ゴミの不法投棄、ポイ捨てがある。荒れた田畑 

田が減少し住宅地が増え、緑が少なくなっていると感じるのでゴミだし等のマナーを守っ

て環境をこれ以上悪くしないでほしい 

ゴミのリサイクル活動、分別に関して地域住民に理解してもらう 

ゴミ収集車のマナーの悪さ、目に余るものがある 

市民一人ひとりの心がけがないと変わらない。ごみ袋が有料になったりしているが、自分

たちが「させられる」でなく、周りの環境の変化について自分たちが変えていこうと思え

る土台を市が率先すべきなのでは。大きな方向性とキーワードをしっかり示すこと 

ゴミの中でも収集場で捨てられないゴミがもっと処分しやすいようにしてほしい（PC など） 

ごみの分別では出来ている方と出来てない方の差があり残念。町並みはどんどんきれいに

なっているが自転車道確保のために一車線減らされたり“？”と思う面もある。また一つ

の学校のみがすごく近代的で整備され過ぎていたり、その一方まだまだ整備の遅れている

学校もあったりと疑問に思う。でも住み良い街だ 

一人ひとりが気をつけてゴミの分別、不法投棄をしないようにすること 

時々見かけるが走行中前の車からごみ（煙草の吸い殻、菓子袋等）が投げられびっくりす

る。マナー欠如はどうにもならないのか 

若者が自治会でのごみの出し方を守っていないことがよくあるので、小学校からの環境学

習が必要 

ゴミ袋で料金を取っているうえに分別が細かすぎる。ビン、カン、ペットボトルを 2週間

に 1回しか回収しないなんてありえない 

犬の散歩時の糞の後始末について、何度かそのまま道端にして通り過ぎる人を見かけたの

で注意したが知らん顔をされ結局私がした。自分の家周辺なので仕方なくしているがおか

しいと思う。罰則でもあればと思う 

不法投棄が多すぎるので、何かいい条例を作っていただきたい 

カン、ビン、ペットボトルの選別方法は大雑把すぎるのでは。処理委託費の関係もあるよ

うだが各家庭できちんと選別し、処理経費を削減すべきでは 

スーパーと協力（合同）ゴミ袋の回収に取り組むのもいいと思う 

地区のゴミコンテナが壊れて開けにくい。カラスがごみをつついてコンテナのまわりに散

乱している。下から 50㎝位ベニヤ板を貼ってはどうですか 

電気製品等を下取りするとき料金がいるが逆に料金を払うようにすれば放棄しなくなると

思う。そのかわり新品のときに下取り代を徴収すればよい 

身の回りでは不法投棄がまだまだある。地域での見守りもあるが法整備の充実も！ 

我が家の前の用水へ家庭ごみのポイ捨てが多く片付けに大変です。このまま海に流れ汚れ

た水で育った魚を私たちは食べると思うとゾーッとします。個人の気持ちひとつで変わる

と思うのですが何とかならないものか 
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近くのため池の公園を利用していますが、犬の散歩をしている人の中には犬のリードを長

く伸ばし足に絡まったり、糞を片づけない人もいて少し迷惑です 

ゴミステーションの駕籠やネットをカラスや猫につつかれないようにしてほしい。散らか

ってとても悪臭がする。ゴミ収集日を間違える方がいるので地区で徹底してほしい。河川

敷での犬の糞のポイ捨てをどうにかしてほしい 

マナーが悪い人が増えている。（スーパー、コンビニに家庭ごみを捨てる。犬の糞を放置。

野焼き。家で家庭ごみを燃やす。非常識な時間に騒音を立てる） 

ごみのポイ捨てと不法投棄に厳罰を望みます 

煙草のポイ捨ては散歩していてよく見ます 

渡池が年々ゴミにより環境が悪化しています。月１程度は自主的に掃除していますが、池

の監理者（地区改良区）に申し入れしても改善されません。行政指導をお願いします。 

郊外に行くと未だに庭でごみを燃やしている方がたくさんいる。燃えカスが飛んで来たり、

消火がきちんとされていなかったり。そもそもしてはいけないことを知らないのでしょう

か。トンネル工事が進んでいない。開通はいつになるのか。楽しみに待っているのです

が・・・ 

子どもや主人と散歩をしているとき、緑豊かで花が咲いていると自然に笑みがこぼれます。

ただ、川や用水路には魚やメダカ・昆虫などいて楽しいですが、それよりもゴミが気にな

って残念な気持ちになります。子どもたちにも「どうしてこんなところに〇〇が落ちてい

るの？」自分が捨てたわけではないですが、なんだか大人として恥ずかしい気持ちになり

ます。 

ゴミ分別について、現状での区別は、生ごみ・ビニール・発泡スチールは分けてゴミ出し

をしておりますが、他の市町ではすでに導入している。高熱高炉での上記全てを一緒に処

理できるようにしてほしい。ゴミ出しの簡素化を考えて欲しい 

河川近くに住んでいますが、草むらのポイ捨てが気になる。草むらを定期的に刈るのはど

うかと思う。川の中にゴミを捨てるのをやめてほしい 

海岸などに家庭ごみが多い。海がきれいになってもごみが減らない。残念だ。 

海岸の漂流ごみの定期的な除去 

環境問題は個人レベル。ごみ出し、近所での役割等できれいにしていただけるのではない

かと感じます。 

公共の場所をみんなできれいにして変えるなどをアピールできたら気持ちよく住めるので

はないかと思います。ワンルームマンションのごみ出しの悪さが目立つ。不動産の人は、

入居時にごみ出しマナーを話すべき。オーナーも同じだと思う。 

商店街にもう少しごみ箱を設置すればポイ捨てはなくなると思う。ごみ箱がないのでポイ

捨てする人が街でたくさんいる。 

新川河川敷にごみの不法投棄等がみられる。歩道を整備してほしい。毎朝のウォーキング

を河川敷でやりたい。 

まだ指定日以外にごみを出す人がいる 
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騒音 

21 時以降にバイクのふかし音がなくなってほしい 

車優先の道は水路の大部分が暗渠となり、蓋をしていない水路には車の人が空き缶やごみ

袋などを捨ててゆく、なぜ家まで持って帰らないのかとマナーの悪さを嘆いています 

21 時以降の騒音をなくしてほしい 

夜中の騒音がひどくなっている 

バイクの騒音がうるさい。携帯やスマホをしながら自転車に乗っている 

犬や猫の取り締まり。夜中のバイクの騒音 

暴走族がうるさい 

騒音問題（車・バイク・花火大会の投下の音がすごかった）。六十歳で病気がちになりバ

ス停がなくなり困る。タクシーは高額でもったいない 

サンポートでマフラーを外したバイクが大変うるさいことがある。騒音取締りを強化して

ほしい。高い罰金を想定できないかと思う 

夜中にバイク・車の騒音。バスが家の近くに来ないので不便 

建物の騒音がうるさいので、騒音防止の対策をしてほしい 

自然環境 自然保護、動植物 

物資が豊かでも動物など命あるものを大切にしない町。県・国は周りから本当の意味で豊

かとは思われません 

ビオトープ 

猫は塀をとびこえて入ってくるので増えないようにお願いします 

土手などきれいに整備してくれていますが、木がなくなり鳥などが心配です。よろしくお

願いします 

県外で住んでいたときがあるのですが、高松に帰ってきて一番に思ったのは瀬戸内海の美

しさ。とくに夕暮れ時はとてもきれいだということです。心からほっとできました 

詰田川の下流の川の汚れ 新川、春日川の下流でアサリ貝が取れていた。小さな川にもド

ジョウが住んでいた 

海が汚い 

赤とんぼが肩に止まったりなど周囲に自然があらわれる環境になっていると思う 

自然災害も他県より少ないと思うので、だからこそ豊かな自然を守り年々発展してほしい。 

河川など綺麗に整備されていますが自然が減ったように感じる。河川の整備と自然の維持

の両面をやってほしい 

自然のままの森林や河川が今後も見られるような環境行政をお願いします 

香西の海ではごみ処理場ができた。おかげで海の生物が少なくなっています。大量のコン

クリートを使うことで魚や海藻が前ほど取れなくなっているので何か検討下さい 

川底に土がたまっている川が多い。水が流れる川を再現してほしい。海辺もコンクリート

で固めないでできる限り砂浜を残してほしい。 

川などコンクリートでの整備はそこにいる生物が少なくなっている。カエルが減り鳴かな

くなり蛇もいない。土手が無くなり季節の花が無くなった。（タンポポ、つくし、その他） 



43 

 

景観 

道路の分離帯や両側の植え込みに雑草が伸び放題で危ないし見通しが悪いと思う。景観も

悪いです。何にも植えない工夫をしてみたらどうですか？ 

無縁墓地の墓石が転がっていてどうしたモノか苦慮しています。数十年もの間。何か良い

方法は？墓地整理の美しい街とはいかがでしょう？ 

屋島山頂の廃屋の処理はできていますか？古いホテル等以前から気になっていましたが、

その他にもしばらく行ってないのであれは早く取り壊すべきです 

川、海、道路に美化の予算を重点配分 

休耕田が増えている。市民参加の草刈りなどを市主導で取り組んでほしい 

私の住んでいる所から少し行った所が荒れ果てている。その家の前の道を通る度どうにか

ならないかいつも思う。お金がかかることなので 

郷東橋の南にある桜、昨年土手の桜が切られました。淋しいです。今ある桜は残してくだ

さい。 

1 中央通りの楠木の並木 2 屋島の景観（栗林公園、玉藻公園は当然の事） 3 田園風景（市

街地化調整区域の線引廃止により宅地化が進んでいるのは寂しい限りです） 
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交通 

瓦町、特に三越近くに駐車場がほしい。商店街に行くのにも駐車場が近くになく見つけにく

い。旧天満屋に駐車場を作ってもらいたい。高松駅と瓦町が離れているのでどっちつかず、

中心がどこか分からずもったいない 

交通ルールが浸透した高松市になってほしい。自転車での逆走が当たり前になっているのが

危険。交通事故ワーストからの脱出にも繋がっていくのでは。整備された自転車道でのマナ

ーも悪く走りにくい。車やバイクが走行してきて危ない時がある 

公共交通機関等を地域に通してほしい。車以外の交通手段がないため将来心配 

交通渋滞をなくしてほしい 

市内への道が限られている為、通勤時間帯が混む。事故があれば大渋滞で全く進めない。道

路を整備してほしい。交通マナー向上に向け運転者だけでなくバイクや自転車の人へのマナ

ーの徹底、小さい頃からの教育を行ってほしい。子連れの親でもルール無視することがあり、

親ではなく行政が動かないといけないと感じる 

公共交通機関の利便性を良くしてもらいたい。電車もバスも民間経営なので難しいと思うが

ルート、時刻など日常生活には今一つ合っておらず仕方なく車を利用することが多い。市中

心部に行くにも、電車賃より駐車料金の方が割安な為ここ 3年以上電車を利用していない 

環境には関係ないのかもしれないが交通事故が多い理由の１つに横断歩道の少なさが挙げ

られると思う。他県よりも横断歩道が少なく歩道橋が多いことを見直した方が良いかと思い

ます。加えて歩行者のマナーが悪すぎます。何か改善策を考えることを提案します 

大型ショッピングモールの狭い道を裏道として通り交通量が多い《スピードを上げたままク

ラクションがひどい》、横断歩道を歩いているのに車が前を横切る、止まれの表示があるが

止まらず飛び出してくる車が多い。 

街路樹下（中央通り）鳥の糞が多い。 

路面電車運行してほしい（駐車料金高い、車の移動を避けたい） 

住んでいるところが田舎なので何かと車で移動するのですが、健康のためにと思って自転車

で移動するとき自転車用車線がなく怖い。自転車でも安全に走れる車線を作ってほしい。 

過疎・高齢化で放置された田畑、ため池が年々増加し荒廃が進んでいる。竹林化も進み、市

道、国道の交通障害も発生。有志のボランティアで緊急対応しているが限界があり、行政と

して恒常的な対応の仕組みが望まれる 

公共交通機関をもっと便利にしてほしい 

市役所が公共交通機関（特に電車の駅）のそばにあったほうがよい。もっとマイカー利用が

減るように 

公共交通バスＪＲ電車以外でどこからでも、また広範囲に乗れるようになってほしいです。 

常磐街周辺～瓦町の辺りですがあまりにも嘔吐の跡が多く不衛生で汚い印象です。夜中、飲

酒された方の仕業でしょう。毎朝とても不愉快です。瓦町２丁目の自転車置き場は特にひど

いです。 

常磐町１丁目の路地の街灯が長い間切れており、夜は真っ暗で危険です。環境整備をお願い

します 
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駅がもっと近くにあれば利用するけど今はしない。歩いて駅に行ける距離だと老人も子ども

ももっと利用すると思います 

車で移動するにはとても便利な街ですが自転車の場合いろいろと制約を感じる。地下道の上

り下りは結構厳しい。旧市内は街灯が少ない。駐車場は有料が増えた 

1.公共交通機関の整備。自家用車でないと移動できなかったり不便なところが多い。また買

い物も車がないと不便 

2.サンポートに高齢者が気軽に集まれる公共施設を作ってほしい 

交通の便が悪すぎて移動が大変。バス停を増やすべき。 

自転車・自動車のマナーが悪い 

バスが家の近くに来ないので不便 

山や川に囲まれバス路線ももっと便利だといいな 

交通環境が悪い 

道路   

歩きやすい歩道を作ってほしい、街灯（LED）死角になる所にはきちんとつけてほしい 

坂出、丸亀の 11号線樹木が汚く伸びている。予算がないのか？高松はそこまでではないが

アスファルト補修がよくない 

環境整備の名のもと無駄な費用を使いすぎている。効率を考えるべき。周りが緑に囲まれて

いるのに道路の街路樹は不要。歩道に自転車が通るのに邪魔になり、自動車道を自転車が通

ると危険。剪定費用も税金の無駄遣い。現状剪定が充分でなくかえって景観が悪くなってい

る。効率よく環境行政にあててほしい 

川沿いの遊歩道が整備されたり芝生を生やしたりして歩きやすい環境を整えてほしいと思

います 

市道沿いの街路樹が大きくなり根が歩道を盛り上げたり舗装が割れている。毛虫や落ち葉が

落ちて掃除が大変。緑は必要だが植える木の種類と、家の前に木を植えられている人といな

い人の不平等を感じる 

道路ばかり新しく作っても…。そこまでこの道が必要なのかと思う道路が増えている。水不

足に困る県なので何が一番必要か考えてほしい 

高松市の管轄ではないと思うが屋島の陸上競技場についてコトデン線路側に植えられてい

る樹木はあまりにも綺麗に植えすぎ。暫くすると枝が伸び電車の邪魔になる。頻繁に費用が

発生する。植樹するなら他の場所でも当然いい筈。これは植木業者と行政関係者が結託して

いるのではと地元で噂している。無駄を感じるものが多く存在する 

年々車が多くなり歩行や自転車等の安全が保たれていかなくなっているように思えます。 

あまり使われていない大きな道路など無駄なところに多額の費用をかけ必要なところに目

を向けない気がする。どぶなど台風の時に人が自転車ごと落ちたり台風でない時もだれか落

ちたりして汚く危険、弱者の立場に立って考えてほしい 

街路樹が小さい。32 号や 11 号等大きい道の生垣の木が整備しきれていない。せっかく海と

山が近いのに都市部から来た友人に自信をもって自慢できる自然が少ない 
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主要道路、中央分離帯の草の除去 

車道に自転車道が設けられている場合そこを通行しているが、車が駐車している為自動車道

にはみだして通ったら歩道に乗りあげたり非常に危険な思いをする。特に中央公園の前から

日赤までの間でひどいと。高齢者は車道に設けられている自転車道は通りたくない 

道路の街路樹のごみや草などを整備してほしいです 

道路に飛び出して生えている草木は切ってほしい。対向車とすれ違う時路肩により車やバイ

ク運転時危ない 

紫雲山周辺の風致地区の建ぺい率を徹底して指導してほしい。紫雲山の麓の側溝部（室町～

東ハゼ間）を遊歩道にしてほしい 

街路整備において自動車偏重を改め歩行者・自転車を優先し環境負荷の低減、安全の確保を

目指す 

自転車利用がしやすいよう道路の整備をしてほしい 

市内で市道は舗装されているが掘り返しが多すぎて車・自転車や歩行者にとっても危険では

ないかと思う。環境については公園を整備することで緑豊かな街づくりをできると思うので

余り地を有効利用してはどうですか？整備されている所はいいが、そうでない所も多いので

子どもたちの憩いの場として(０～３歳）小さい面積でも確保すればいいと思います 

高松市は道路の整備が比較的きれいだと思います。しかし、舗装したと思ったらすぐに掘り

返しお金の無駄になっていると感じます。環境とはジャンルが異なるかもしれませんが 

街路樹の保全 剪定、落ち葉の清掃（清掃車を使ってほしい） 

小中学校の通学路でありながら古川・春日川近辺は街灯が少なすぎる。川土手の草刈り作業

が年２回では少ない。道路にあるミラーが木に隠れて何の意味も持たない所がある 

無駄な工事ばかりしている 

高松市に引っ越し一番驚いたのは道路わきの用水路や狭い路地の溝にも蓋がないこと。夜、

脱輪や人が落ちた話も聞きます。ガードレールさえもない所が多く信じられません。転勤で

あちこち住みましたが他にはありませんでした 

近隣の水路の暗渠整備ができていないと思う。 

特にグレーチングのガタガタ音。コンクリートのふたのガタガタ音。年度の余った予算を道

路のアスファルトの修理に使わないで、上記の整備してほしい。 

公園   

よく利用する公園でベンチはボロボロ、草は生い茂っているままだが、管理事務所の心配り

はほぼ感じられない。ただ目につくのは「～すべからず」の貼り紙ばかりという心淋しい状

況にやりきれない思いをしている 

小学生の子どもたちが安全に遊べる公園が近所に欲しい 

子どもが遊べる公園を整備する、増やしてほしい 

市中心街に緑が少ない。小さな公園でもいいから整備して緑豊かな街にしてほしい 

私の住んでいる所も環境がいい所で周りは住宅がたくさん建ってきている。若い人が増える

のはいいが子どもも増えるといいと思う。それに伴った施設、公園も増やしてくれたらあり

がたい。私も孫が 4人いるので宜しくお願いします 
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春日町には公園が少なすぎる、人口が増え子どもの数も多くなっているのに遊ぶところが少

ない。早朝ゴミをもやし悪臭（頭が痛くなるタイヤを燃やしたようなにおい）が漂うことが

ある。２０年以上前から 

用水路のガードレールをつけてほしい。大きい公園はあるが住宅街にはない。孫を連れて散

歩する場所がない。 

通学路の整備、地域の公園の整備、野犬等の対策 

運動公園が少ない。他県から「香川県に行ったら何かしら遊ぶトコがあるから行こう」と言

ってもらえるようにしてほしい 

空き地が減っている。子どもがいない（見かけなくなった） 

身近な川や海、近所の小川や木々の有る公園。子どもらの遊び場が理想です。 

公園が少ないので子どもを遊ばせる場所がない 

都市整備全般   

観光都市として発展するように考えてほしい。栗林公園の南西に高層ビルは目障りです。

注：京都は 2階以上は駄目なのです 

一部に特化した商店街の開発に税金を使うのはやめて欲しい。爺ちゃん婆ちゃんが行くか？

若者がここで金使うか？どっちもＮＯだ。他に使うところはもっと別にある。高齢化の進む

都市に不要、必要なところに金使え！ 

空き家問題 さら地にすると固定資産税が6倍になるという問題を解決しない限り不必要な

新しい誰も住まないマンションアパートが建つだけ。高松市のあちこちで新築マンションア

パートに住む人がおらず今後大きな問題になるだろう 

廃屋対策 

眠っている土地の有効利用 手軽に家庭菜園ができる土地の賃貸借契約等、市を通じてでき

るとよい 

規制をしないとどんどん自然がなくなっていっている気がする。10 号線沿いにどんどんアパ

ートが建ち古い空き家が増え、高田団地も１/３が空き家と聞いている。新しく田畑を開発

するより今ある宅地を処分したほうが環境のためにはよいと思う 

住み良い街づくり 

とにかく田んぼやあぜ道が少なくなってきて住宅地だらけになってきている。非常に圧迫感

のある街になってきたイメージ。道幅も狭いのが圧迫感の一因かも。自然と住宅・ビルがう

まく調和した街に憧れる。このような街にしてほしい。市の活動があまり目に見えないので

もう少し分るようにしてほしい 

公衆電話がなくなり携帯を使うが、毎月の使用料がかかるのがもったいない  

コンビニは近所にあるが、スーパーが遠く行くのがしんどい 

環境行政とは違うかもしれないが、瓦町駅周辺（天満屋跡地やトキワ街商店街など）の再開

発に力を入れて欲しい 

住居部は周辺に移っているにもかかわらず、周辺部は整備が遅い（後回しにしていないか？） 

屋島山上の使用していない建物を取り除くこと 

自宅のすぐ近くに資材置き場にしたり重機をおいたりしている。洗濯物に盛り土が付着して

不衛生。重機で確認がしづらく事故にもつながる。住宅地には資材にはしないでほしい。 

西植田町南部、大石地区がごみ捨て場になっているようなので心配している。 
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竹藪が増えて木林が少なくなっている。手入れを公の期間で定期的にしてほしい。 

溝に黒いホースがのびて白色の石鹸臭のする水がずっと流れている。郷東川に流れているの 

ではないか。騒音と悪臭がひどい。 

公共施設その他   

こども未来館建設について、環境を優先するのであれば公園をつくるべき。子どもの数が減

少しているのに箱モノを作るのでしょうか？質問事項で地球温暖化、大気汚染の大きな問題

を高松市の取り組みで何かできるのでしょうか？この質問こそ税金の無駄使いでありゴミ

を増やすことである 

路肩の草取りぐらいは地域でどうにかならないか。安全性も考え検討してほしい。草を何年

もとらないなら植樹などしない方がいいと思う 

空き地に生える雑草の処理をするように所有者に忠告してほしいです。点在する耕作してな

い田畑の管理を野放しにしないでください 

屋島の山上にて子どもが遊べたり、他県の方が楽しく観光できる建築物を作ってほしい 

災害対策   

大雨になった時の川の氾濫に困る。低い土地や川の水が増水して浸水する 

高松町の 900 番地辺りの山が削られて 1年以上放置されている。台風や雷雨などで土砂が排

水溝をふさいだり、今までなかった地盤の軟化がおこっている 

香東川。台風等で水が増量した場合橋のところで水かさが増して大変危険な思いをしたこと

がある。常に河川の幅を広くしてほしい 

小さな川に土砂がたまり、草が生えている。台風になると水の流れが悪くなり心配な場所が

ある。 

文化 歴史 

香川県が全国的に誇れ、通用するのは「屋島」と「金比羅宮」と思う。幸い「屋島」は高

松市にあることから、屋島を核とした歴史的、文化的遺産の整備を官民一体となって行う

施策が好ましい。「高松といえば屋島」をテーマに！ 

各地域のあるがままの歴史を大切にしたいです 

秋祭りとか代々続いているものを大事にして県外から人が集まるような都市にしてほしい 

屋島の文化的遺産の整備 

教育 

コンビニで学生が駐車場にゴミを捨てる。学校や家庭できちんと教育すべき 

小さい時からの教育が大事だと思います 

子どもの前で親がマナーを守らないことが一番の問題。子どものうちから環境に対して意

識を高めて行かないと高松だけでなく日本全体が良くならないと思う。 

福祉 

後期高齢者になると今は元気でも身体の自由がきかなくなったときは…。養護老人ホーム

はすぐに見つかるが…。入所同居者とはうまくいくか…とか。ちなみに子どもは長男次男

がいます。それもすぐ近くに。毎日顔を出しますし何かがあるとすぐきてくれます、夜中
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でも。でもなんとなく不安です。 

子育てしやすい環境を！保育料を安くしてほしい、保育所の数を増やしてほしい 

老人が毎日楽しく、希望をもって生活ができるようなことも考えて欲しいです 

地球温暖化 

地球温暖化防止策としてゴーヤの苗をいただくようになりそれに朝顔やヘチマ等も一緒に

植えてグリーンガーデンを作りどんなにか涼しく助かっている。これしかないので推進し

ていただきたい 

自家用車より公共交通機関を利用する。ライドアンドパークをもっとつくり排気ガスによ

る温暖化をストップさせる。大手企業に協力を求める 

国家、地方公務員が率先して公共機関を利用する年次計画書を作成して住民にアピールす

る。例えばマイカー通勤の職員一人当たり年間２週間～一か月程度の公共機関を利用する

等率先模範する 

自然エネルギー活用の一環としての太陽光発電の普及を促す施設を進めたらどうか。思う

より太陽光発電の設置が進んでいないように思う。新築・既存建屋にも設置を半ば義務付

け補助金をしっかり出していく施設を望む 

太陽光発電のパネルが敷き詰められた場所も目に入るようになりました。クリーンエネル

ギー、自然エネルギーに関心はあります。それによって電気料金が段々上がっていったり

いずれパネルが廃材となりごみの増加につながったりと複雑な心境です。 

地球温暖化、天候異変に憂慮している。アイドリングの取り締まりを考えてほしい 

再生可能エネルギーの導入、推進をお願いします 

循環型社会 

リサイクル。昔のリサイクルセンターのような施設を作りタンスなどの補修などに必要な

アイテムを最低限（無料で引き取り）の費用で自分で直せるスペースを提供してはどうか？

人件費もかからず良い。場所は使わなくなった校舎などで一般市民にも場所を月単位、週

単位で。安く食事できるところがあるとなおよいです。使われていない教室などを利用し

て物、お金を流通させ生活に変化を 

ごみリサイクルの現状を知りたい。資源ごみ（雑誌リサイクルをすすめる）を強化 

まちづくり  

地域特性を発揮、大切に心懸けてほしい 

人口減が大きな問題だが解決は容易ではない。小さなコミュニティ作り。地域は地域で守

るという形を作って行政がお金をかけて守る形は廃止の方向へ。市職員はとにかく地域を

みて参加してお金をかけずに環境をよくする策を地域と一緒に考えて 

牟礼町の墓地は、前は道の草刈りを綺麗にしていただいていたが、今年の盆あたりから草

がすごく歩きにくい。庵治、牟礼の八栗山裏の道も木がうっそうとし車で通っても暗くさ

びれた感じ 

屋島の有料道路の無料化は大賛成（観光客以外の市民もこれから屋島に出向くものと思う） 
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低所得でも生活できる市、市長は市民の平均所得を知っているのか疑問に思う。市長の夢

が子どもたちに届いているように活動してほしい。市長様、長くロマンを持ってください。

期待しております。 

屋島の景観 有料化を廃止して多くの人が往来できるようでありたい 

玉藻公園とサンポートを一体化して市民が気軽に楽しめるゾーンを考えてみてはどうか 

屋島のケーブル跡地等を歩いて山頂に行けるような環境に取り組めないか 

屋島水族館がなくなるが、なぜ高松駅近くのシンボルタワーの近くに創らないのか。JR 高

松駅と琴電の築港の間が長すぎて、もっと考えて新しくすべきだったのでは。若い人のパ

ワーを楽しみにしています。 

屋島の活性化。四国村や四国村美術館等もある。源平合戦の史跡を活用してほしい。 

屋島山上の史跡をもっと整備して魅力的な観光地にしてほしい。 

ドライブウェイの無料化を早急にしてほしい。 

行政 

もっと市民目線で色々見ていってほしい。お役所仕事ばかりで市民が喜ぶことができてい

ない 

高松市の環境行政は継続的なサービスが行き届いていると感じている。市民の高齢化率も

全国上位。市民の自己啓発を呼びかけ、地域の中で力を出せる人々の力を提供する町づく

りのプラン化を推し進めてください。微力ながら参加して助け合う町民でありたいと考え

ます。市・県の思いやり行政に感謝申し上げます。 

市内の隅々に目を向けて活動していただくようお願いいたします。 

環境行政→どのようなことがされているのかよく知らない。広報で知らせているのだと思

うがどれをどのように年間通して行っているのか、知らないのでもう少し知る努力はしな

ければと思うが。知らせる努力もお願いしたい 

このアンケートについて疑問がある。もっと行政側が疑問あり。市民側から見て活動して

ください 

環境整備についてはひと段落されるそうなので、今後は高松市がどこに向かって、どのよ

うな行政になり、どうありたいのかを積極的に伝えられる組織になってほしい。環境保全

と都市化が未来の若者を高松に呼び戻すきっかけになるのではないか。それには全国に高

松市を発信できる目玉を取り入れることが大切なのではないでしょうか？ 

できるだけ行政は関わらないでください 

その他 

子どもたちが少なくなり空き家が増えるのでは？ 

高松市だけでなく「灰色」 

宗教的問題もありますがやっぱり墓地整理を考えてください 

水道と田の用水のつかいみち。かば川のダムの分水を内切のみですか。 

一人一人の心掛け 難問ですね 

環境行政については考えたことがありませんでした。今回のアンケートでいろいろな取り

組みがあることがわかりました。一人ひとりの意識の向上が大切だと思います。 
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サッカーを応援できる環境 

香川は住みやすく天災が少なく環境はいい所だと思う。イメージはやはりうどん？ 

私は 75 歳です。今までこの町で 23 年間皆のために一生懸命街の美化のために働いてきま

した。県の仕事もしました。朝～夜となく電話がかかると出かけて皆様のために働き、今

も一人でボランティアをしている。たくさんの人に協力してほしい。 

人の心が正しい方向に たくさんの力の集いだと思います 

１ 近隣トラブルが増えている気がする。昔であれば譲り合いの気持ちで解決したことも

悪い方向に向かうことが多くなった。個人対個人の問題で行政として対処することでない

ことが殆どだと思いますが、中には騒音問題、ごみ屋敷とか行政に頼らなければならない

こともある。その場合真剣に受け止めていただきたい。  ２ 空き家問題 

賛成と反対はつきもので自分のまわりに関することは関係したくないのが人間。若い人の

知恵と考えで頑張ってください。人間の生き方を大事にすればよくなると思います。 

年寄りに優しくない人が増えた。市役所でもわからないことを聞くと面倒がられる。迷惑

な人がいても注意せず放置している。 

高松市が好きです。どんどん良くなっていると思います。 

住みやすい、不便を感じないと今もこう思っているので住みにくく不便を感じるようにな

ってほしくない 

Ｓ43/4 の転勤で高松へ移住、今日まで 46 年。二人の子どもも高校卒業まで育てていただき

ました。教育に熱心な県民性の賜です。私宅も享受させていただきました。 

使わなくなった船が半分沈んでいるのを放置したままになっているのを見かけます。何と

かならないかと思います。 

市民には環境行政の活動内容がよくわからないので、内容をもっとわかりやすくアピール

してください。 

ハトが棲みついてフンをいっぱいするので、風が吹くと飛んできて体によくない。ハトの

駆除をしてくれると助かります。 

皆で参加、協力、きれいな街づくり 

自転車に乗っている人のマナーが悪い 

  



52 

 

２．事業者アンケート 

○属性 

１）貴事業所の全従業員数 

                         （参考：前回調査・平成 18 年） 

従業員数 件数 比率  件数 比率 

10 人未満 59 39.6%  61 22.2% 

10～29 人 44 29.5%  69 25.1% 

30～49 人 16 10.8%  26 9.5% 

50～99 人 11 7.4%  44 16.0% 

100 人以上 17 11.4%  75 27.3% 

無回答 2 1.3%  ― ― 

合 計 149 100.0%  275 100.1％ 

                            前回件数は比率から計算 

 

２）貴事業所の業種 

 

業種 件数 比率 

鉱業 1 0.7% 

建設業 25 16.8% 

製造業 21 14.1% 

電気・ガス・水道業 10 6.7% 

情報通信業 2 1.3% 

運輸業 13 8.7% 

卸売・小売業 30 20.1% 

金融・保険業 4 2.7% 

不動産業 3 2.0% 

飲食・宿泊業 5 3.4% 

医療・福祉業 21 14.1% 

教育・学習支援業 2 1.3% 

サービス業 7 4.7% 

その他 4 2.7% 

無回答 1 0.7% 

合 計 149 100.0% 

 

   ※その他記入回答：水産業・農業・機械修理・一般廃棄物収集運搬 
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 環境関連の部署を設置している事業所が３１件（２０．８％）、今後設置を予定している

事業所が２件（１．３％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※調査票には、問２の設問と併せて「環境マネジメントシステム」の用語解説を記載 

 

 

 

 

 

 

 

  

31 

111 

2 

5 

0 20 40 60 80 100 120

設置している 

設置していない 

設置を予定している 

無回答 

問１ 貴事業所では、環境関連の業務や作業を取り扱う部署を設置されていますか。 

１ 設置している（環境以外の業務を兼ねている場合も含む） 

２ 設置していない 

３ 設置を予定している 

N=149 

■用語解説（環境マネジメントシステム） 
 事業者が自主的に、環境に関する方針や目標を自ら設定し、その達成に向けて取り組んで

いくことを「環境マネジメント」といい、そのための事業所内の体制や手続き等を「環境マ

ネジメントシステム」といいます。 

 ISO14001は、ISO（国際標準化機構）が定めた国際規格であり、環境マネジメントシステム

を構築する際に必要な事項が規定されています。一方、エコアクション21 は、中小事業者等

の環境への取組を促進するために、ISO14001をベースとして環境省が策定したガイドライン

に基づく、環境マネジメントシステムの認証登録制度です。 
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 環境マネジメントシステムの認証を取得している事業所が１９件（１２．８％）ありま

す。取得を望む事業所が１０件（６．７％）です。一方、関心はあるものの取り組み方が

分からない事業所が１２件（８．１％）あることから、継続的な情報発信の必要性がうか

がえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※その他記入回答：「ISO に準拠した EMS 活動を実施している」「本社工場にて取得」 

「以前から対処しているが取得はしていない。取得にお金がかかりすぎる」 

 

  

17 

2 

9 

1 

95 

12 

8 

5 

0 20 40 60 80 100

ISO14001の認証を取得済である 

エコアクション21（EA21）の認証を取得済

である 

認証取得していないが、将来的にISO14001

の認証を取得したい 

認証取得していないが、将来的にEA21の認証

を取得したい 

認証取得しておらず、現在のところ取得は考

えていない 

認証取得に関心はあるが、どう取り組んでい

いか分からない 

その他 

無回答 

問２ ISO14001 など環境マネジメントシステムの認証を取得されていますか。 

１ ISO14001 の認証を取得済である 

２ エコアクション 21（EA21）の認証を取得済である 

３ 認証取得していないが、将来的に ISO14001 の認証を取得したい 

４ 認証取得していないが、将来的に EA21 の認証を取得したい 

５ 認証取得しておらず、現在のところ取得は考えていない 

６ 認証取得に関心はあるが、どう取り組んでいいか分からない 

７ その他（                       ） 

N=149 
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  節電、設定温度、ごみの減量化・資源化など経費削減になるような取組は、８０％以上

の事業所が実施しています。一方、従業員への環境教育や環境保全活動の指導に取り組ん

でいる事業所は１５％以下にとどまっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

電気をこまめに消すなど、節電に努めている。

冷房温度を高め、暖房温度を低めに設定し、省エネルギーに努めている。

両面印刷などで紙の使用量を削減したり、使用済みの用紙や

封筒を再利用したりして、ごみの減量に取り組む。

自動車の点検、整備を定期的に実施する。

ごみの分別や資源化に取り組む。

再生紙などリサイクル製品を使用している。

トイレや洗車などの節水を指導している。

産業廃棄物や廃棄紙等をリサイクルや再生利用に回し、

産業廃棄物や事業系一般廃棄物の減量化に努めている。

環境にやさしい省エネルギー機器の導入やエコマーク製品の使用を心がける。

従業員には、アイドリングストップ、適正な速度での走行、急

発進をしないなどのエコドライブを指導している。

清掃活動などの美化活動へ参加している。

出荷・販売する製品や商品の包装簡略化に取り組んでいる。

敷地内や、屋上を積極的に緑化している。

業務用車両を買い替える時は、排気ガスのクリーンな車や

ハイブリッド車を選定する。

建物の新築、増築、改築に当たっては、周辺景観と調和した

色彩や高さにするように配慮している。

建設工事に当たっては、建設副産物を有効利用し、最終処分量を削減している。

建設工事に当たっては、低騒音・低振動型の建設機械を使用している。

エネルギー使用量について、具体的な削減目標数値を設定する。

環境に関する地域のイベントに協力・参加している。

可能な範囲で太陽光発電、太陽熱温水器などの再生可能エネルギーを導入している。

汚水排水の高度処理を行うなど、法令を上回る水準（除去率が高い）の水処理設備、

ばい煙処理設備、防音設備、脱臭設備等の公害防止設備を配置している。

植樹などの緑化活動へ参加している。

通勤には公共交通機関を利用するように従業員を指導している。

公害防止活動や環境保全活動に直接携わらない社員も含めて、

研修や啓発など環境教育を行っている。

環境報告書を作成している。

すでに取り組んでいる 今後取り組みたい 取組む予定はない 当社には該当しない 無回答

問３ 次の環境保全に向けた行動に関する項目のうち、貴事業所の現状や、今後のお考え

にあてはまる番号を１～４の中から１つ選んで○をつけてください。 

１ すでに取り組んでいる 

２ 今後取り組みたい 

３ 取り組む予定はない 

４ 当社には該当しない 

N=149 

「■取り組んでいる」の降順に並び替え 
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  環境対策に取り組むことの重要性ついては、「非常に重要」６７件、「ある程度重要」７

２件の合計１３９件（９３．２％）の事業所が認識している結果となっています。１件で

はあるものの、重要ではないとする事業所も見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

67 

72 

6 

1 

3 

0 20 40 60 80

非常に重要 

ある程度重要 

どちらともいえない 

重要ではない 

無回答 

問４ 事業所にとって、環境対策へ取り組むことの重要性についてどうお考えですか。「非

常に重要」「ある程度重要」「どちらともいえない」「重要ではない」のいずれかの

欄に○をつけてください。 

N=149 
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事業所が環境問題に取り組む理由は、「環境問題の重要性を感じているから」が８８件（５

９．６％）と最も多く、僅かのさで次に「企業の社会的責任だから」が８６件（５７．８％）

の回答となっており、前回調査のトップが入れ替わった形になっています。 

前回調査と差がある回答では、「周辺住民との良好な関係維持」が前回２６．７％でした

が、今回４０．９％と高くなっています。前回調査に比較して、従業者１０人未満の小規

模事業者が多くなっているため、「社会的責任」よりも身近な問題として感じる「周辺住民

との良好な関係」という項目を選択する傾向が高くなったことが推測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 ※その他記入回答：「常に雨水を利用している（ため池）」「人として当たり前」「個人事業

の為特に事業所としての取組は無い」  

86 

88 

61 

18 

37 

17 

76 

5 

5 

2 

5 

0 20 40 60 80 100

企業の社会的責任だから 

環境問題の重要性を感じているから 

事業所の周辺住民との 

良好な関係を維持するため 

今後の環境ビジネスの発展を考えて 

法的規制を守るために必要だから 

事業所や製品、商品などの 

イメージアップのため 

省エネルギーや資源のリサイクルは、結果的にコ

ストの削減につながるから 

会社や業界などで、良好な環境保全のための独自

の基準などを設けているから 

当事業所では、環境問題に取り組んでいない 

その他 

無回答 

問５ 環境保全に向けた取組に当たり、貴事業所の考えに近い番号を、３つまで選んで○

をつけてください。 

１ 企業の社会的責任だから 

２ 環境問題の重要性を感じているから 

３ 事業所の周辺住民との良好な関係を維持するため 

４ 今後の環境ビジネスの発展を考えて 

５ 法的規制を守るために必要だから 

６ 事業所や製品、商品などのイメージアップのため 

７ 省エネルギーや資源のリサイクルは、結果的にコストの削減につながるから 

８ 会社や業界などで、良好な環境保全のための独自の基準などを設けているから 

９ 当事業所では、環境問題に取り組んでいない 

10 その他（                         ） 

複数回答 

N=149 
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問題・課題は、「資金の不足」88件（59.1％）と最も大きな課題なっている。次いで「ノ

ウハウ不足」「手間・時間」「人材不足」「情報不足」となっています。 

資金的な課題が大きいものの、人・情報などの他の要因と複合的に絡むものであること

がうかがわれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※その他記入回答：「特段の問題は無い」「個人事業なので家庭同様」「個人（一人）事業の

為特に事業所としての取組は無い」「地区の人減少しているため人材不足。病院及びスー

パー等が近くに無い」  

88 

70 

64 

53 

41 

15 

14 

13 

6 

3 

5 

7 

0 20 40 60 80 100

資金の不足 

ノウハウの不足 

取組に手間や時間がかかる 

人材の不足 

環境問題の現状や対策に関する情報の不足 

事業所内で、取組のための 

意思統一を図るのが難しい 

事業所内に、対策を推進する組織がない 

どんな分野を重視して 

取り組むべきか分からない 

取引先や消費者の協力が得られない 

当事業所では、環境問題に取り組んでいない 

 その他    

無回答 

問６ 環境保全に向けた取組を進める上で問題・課題になることで、貴事業所の考えに近

い番号を、３つまで選んで○をつけてください。 

１ 資金の不足 

２ 人材の不足 

３ ノウハウの不足 

４ 取組に手間や時間がかかる 

５ 環境問題の現状や対策に関する情報の不足 

６ 取引先や消費者の協力が得られない 

７ 事業者内で、取組のための意思統一を図るのが難しい 

８ 事業者内に、対策を推進する組織がない 

９ どんな分野を重視して取り組むべきか分からない 

10 当事業所では、環境問題に取り組んでいない 

11 その他（                     ） 

複数回答 回答数降順に並び替え 

N=149 
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事業所に直接関連する環境問題は、「産業廃棄物の排出」であり、次いで「騒音・振動」

「道路交通問題」「大気汚染」であると認識されていることがうかがえます。 

「二酸化炭素の排出による地球温暖化」は、影響度の差はあっても、全ての事業活動に

関連しているものであるが、３０％以上の事業所が「自社とは関連がない」と認識してい

る点に環境対策の難しさが推察できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

31 

27 

23 

20 

16 

15 

12 

10 

10 

8 

7 

6 

54 

43 

37 

42 

37 

44 

22 

12 

15 

27 

15 

14 

19 

31 

25 

27 

36 

39 

29 

23 

26 

29 

29 

34 

40 

43 

59 

57 

55 

47 

82 

98 

94 

77 

91 

89 

5 

5 

5 

3 

5 

4 

4 

6 

4 

8 

7 

6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

産業廃棄物の排出 

騒音・振動 

道路交通問題 

大気汚染 

水質汚濁 

二酸化炭素の排出による地球温暖化 

土壌・地下水汚染 

化学物質の排出 

日照阻害・電波障害 

悪臭 

地盤沈下 

開発による自然環境への影響 

大いに関連がある 関連がある どちらともいえない 自社とは関連がない 無回答 

問７ 貴事業所の事業活動は、次の環境問題と関連していると思いますか。 

貴事業所の考えに最も近い番号を１～４の中から１つ選んで、その番号に○をつけ

てください。 

１ 大いに関連がある 

２ 関連がある 

３ どちらともいえない 

４ 自社とは関連がない 

N=149 

「■大いに関連がある」の回答数を基に降順並び替え 
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「十分に得ている」は僅かに４件（２．７％）、「ある程度得ている」４６件（３０．８％）

を加えても５０件（３３．６％）に過ぎない状況です。 

「あまり得ているとはいえない」「ほとんど得られていない」が計７９件（５３．０％）

と過半を占める結果となっています。また、「どのような情報を得たらよいのかわからない」

１０件（６．７％）という回答結果にも、情報を伝える側と、受け取る側の認識の違いの

存在が推察されます。 

受け取る側のニーズに対応したきめ細かな情報発信の必要性がうかがわれます。 

 

 

 

 

 

 

  

4 

46 

47 

32 

10 

6 

4 

0 10 20 30 40 50

十分に得ている 

ある程度得ている 

あまり得ているとはいえない 

ほとんど得られていない 

どのような情報を得たらよいのか分からない 

情報は得ていない 

無回答 

問８ 貴事業所では、環境保全に関する情報を十分に得ていると思いますか。 

あてはまる番号を１つ選んで○をつけてください。 

１ 十分に得ている 

２ ある程度得ている 

３ あまり得ているとはいえない 

４ ほとんど得られていない 

５ どのような情報を得たらよいのか分からない 

６ 情報は得ていない 

N=149 
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事業所が求める情報では、「環境問題の対処方法・解決方法についての情報」が５７．０％

と最も高い回答率となっており、次いで「環境問題の現状についての情報」となっていま

す。 

３０％以下では「行政の支援に関する情報」が高い回答率となっており、その他の記入

の「金」を合わせて、問６の課題とも関係する回答結果となっていることがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※その他記入回答：「金」 

  

57.0% 

38.3% 

29.5% 

27.5% 

23.5% 

19.5% 

12.8% 

0.7% 

8.7% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

環境問題の対処方法・解決方法 

についての情報 

環境問題の現状についての情報 

行政の支援に関する情報 

環境問題に関する情報を、 

どこから得たらよいかという情報 

環境問題の原因についての情報 

環境問題を解決してくれる組織や 

企業についての情報 

他の企業の取組に関する情報 

その他      

無回答 

問９ 前問で、２～６に○をつけた事業所におたずねします。どのような情報が不足して

いると思いますか。あてはまる番号を３つまで選んで、○をつけてください。 

１ 環境問題の現状についての情報 

２ 環境問題の原因についての情報 

３ 環境問題の対処方法・解決方法についての情報 

４ 環境問題を解決してくれる組織や企業についての情報 

５ 環境問題に関する情報を、どこから得たらよいかという情報 

６ 行政の支援に関する情報 

７ 他の企業の取組みに関する情報 

８ その他（                    ） 

N=149 

複数回答・回答率降順に並び替え 
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行政への要望として、「事例紹介」「指針・ガイドラインの作成」「助成制度」を求める回

答が多い結果となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※その他記入回答：「廃棄物の資源化、そのものの推進・情報公開」「金」 

  

80 

68 

63 

45 

27 

27 

24 

17 

15 

15 

12 

2 

6 

0 20 40 60 80 100

環境にやさしい具体的な行動の事例を、 

事業者に紹介する 

環境問題へ取り組むための指針、 

ガイドラインの作成 

環境保全のための助成制度の充実 

廃棄物の資源化などに関する情報提供の 

場や機会を設ける 

事業者の環境保全に関する取組を、 

市民に紹介する 

環境問題に関する相談窓口の設置 

条例などの各種規制の整備 

ＩＳＯ取得などのノウハウの提供や 

支援など、技術指導を行う 

市民や他の事業所と連携するための仕組みづ

くり 

環境にやさしい商品などを積極的に購入する 

人材の紹介や派遣 

その他 

無回答 

問 10 環境保全に向けた取組を進める上で、高松市は今後どのようなことに力を入れて

いくべきだと思いますか。次の項目から３つ選び、番号に○をつけてください。 

１ 環境問題へ取り組むための指針、ガイドラインの作成 

２ 条例などの各種規制の整備 

３ 環境にやさしい具体的な行動の事例を、事業者に紹介する 

４ 事業者の環境保全に関する取組を、市民に紹介する 

５ ＩＳＯ取得などのノウハウの提供や支援など、技術指導を行う 

６ 廃棄物の資源化などに関する情報提供の場や機会を設ける 

７ 人材の紹介や派遣 

８ 環境問題に関する相談窓口の設置 

９ 市民や他の事業所と連携するための仕組みづくり 

10 環境保全のための助成制度の充実 

11 環境にやさしい商品などを積極的に購入する 

12 その他（                    ） 

N=149 

複数回答・回答数降順並び替え 



63 

 

 

 

 

 

 

環境はお金がかかる。が人として当たり前 汚して後からきれいにするのではなく最初か

ら汚さない。それなら安くあがるが、それでは商売にならないから汚す!バカである 

前問においても小企業のため資金不足がやはり問題です。そのために助成金のバリエーシ

ョンをいろんな業種が受けられるように増やしてほしいです。 

あと、みんなが使いやすい商品に対しての助成金のほうがいいです。ISO の取得に関して

は小企業のため程遠い内容です。審査のための手間や費用もかなり掛かります。ISO を取

得していない企業にも手を差し伸べて頂けるような取り組みが出来ていればよいのではと

思います。 

当社は運輸業です。エコタイヤを購入したい。排ガス規制の車を購入しています。市から

の助成金があればありがたいです。 

環境問題に関して重要であるとの認識は持っているが現状の受注・資金繰り含め従業員一

同手一杯になってしまっている。セミナーや勉強会をやってもらえたら社員の心持も変わ

ってくると思う。弊社としては地域に根付いた社会貢献に取り組んでいきたいと考えてお

ります。 

裏側の道幅が狭い。スポーツ関係グランドが少ない。特にサッカー場の設備が悪い。子ど

もたちが広々と遊べる場所を多く作ってください。屋内陸上競技よりサッカー場がよいと

思う。 

地区の人が減少しているため人材不足。病院及びスーパー等が近くに無い。 

利益が少ない企業なので仕事以外に手間を取ることが出来ない。もっと予算を出してこそ

環境問題を考える企業になるのではないかと思います。 

 

 

 

  

問 11 このほか、環境全般について、御意見・御要望などがありましたら、自由に記入

してください。 
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Ⅲ．アンケート調査のまとめ 

１．環境に関する意識調査結果の傾向 

アンケート回答の全体を通して、「きれいなまち」に対するニーズが高く、「ポイ捨てや

不法投棄」に対して問題意識が高いことがうかがわれます。 

 

問１環境項目への関心度について、都市環境分野の「緑の空間」と「美しい景観」が〈大

いに関心〉がある項目として１位、２位の回答を得ています。 

〈大いに関心〉に〈関心がある〉の回答を加えると、関心度の高い順に「緑の空間」「ご

みの減量・資源化」「美しい景観」となっています。この順位は、前回平成 18 年の調査と

同じ結果です。 

この傾向は、特にごみの問題について、問２改善度と満足度、問３取組の状況、問７行

政施策の回答にも表れています。また、自由意見でも、ごみ出しのマナー、ごみの分別、

たばこやごみのポイ捨て、不法投棄、野焼きも含めて最も多くの記述があった項目となっ

ています。 

 

関心度の高い都市環境分野の「緑の空間」と「美しい景観」も同様に、全体にわたって

その傾向が表れています。選択設問では「きれい」や「美しい」を含む項目の回答が多く、

行政施策の回答、記述意見に回答がありました。ただ、「きれい」「美しい」には２面の捉

え方があります。問９の選択肢のように「ごみの少ない、清潔」の面と、「自然や街並みの

景観」の面です。 

問９の回答では、「ごみの少ないきれいなまち」が最も回答が多くなっていますが、「山

や海…美しいまち」との差は僅かであり、市民ニーズとして両面の「きれいさ」「美しさ」

が強く求められていることがうかがわれます。 

 

高松市のイメージの設問には、「きれい」「美しい」のほか「清潔」「明るい」「活気ある」

「瀬戸内海」「自然豊か」「緑」などのキーワードがあがっています。全体を通して「ごみ

のポイ捨てや不法投棄」の問題意識が目立ち、苦情・苦言も見受けられますが、市民の想

いとしては、今が悪いから良くしてほしいということよりも、『今の美しい自然やきれいな

街、自然や田畑、田舎らしさをそのまま大切にしながら、さらに良くしていきたい』とい

う点に真意があるように感じられます。 

 

関心度の高さで上記の問題に次いで、地球環境分野の「地球温暖化の防止」があがって

います。取組状況の回答からは、市民・事業者がそれぞれの状況に応じて、様々な取組を

実践されており、日常の生活の中に浸透している様子がうかがわれます。 

 

取組状況で非常に低い回答率となっているのが、「市が開催する環境学習などに参加する」

です。また、環境項目の関心度でも選択肢の中では「環境教育、環境学習」「環境活動（美

化活動、緑化活動など）」が低い方から１位、２位となっています。この順位は、前回調査
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と同様ですが、「環境教育、環境学習」の関心度は、僅かですが 3 ポイント程度低下してい

ます。（無回答も含め前回 81％、今回 78％） 

一方、地域の環境に対する評価を問う改善度・満足度の回答では、「環境活動への参加」

が最も満足度の高い項目に、「地域や学校での環境教育」は４位と高い満足度となっていま

す。 

評価が分かれているように見えますが、現状、満足感のあるレベルで実施されているた

め、関心がないわけではないが、他の項目に比較して不足感や問題意識を持っていないと

いう評価とも考えられます。 

 

 

２．居住地区を中心とした環境の改善度・満足度 

アンケートの問２において、居住地区を中心とした環境の改善度と現状の満足度につい

て意識調査を行いました。全体の集計結果と地区別集計の差異や特性について検証します。 

地区別については、市内を５地区（P４住所区分町名一覧：中心部・中部・東部・西部・

南部）に区分し、全地区の総合と各地区別の集計は P10 から P15 に示した通りです。 

 

改善度・満足度のポイントは、調査結果の傾向でも触れましたが、「ごみのポイ捨て」が

総合、地区別ともに最も不満足度が高い（満足度が低い）結果となっています。 

「廃棄物の不法投棄」については、地区別では「地球温暖化の現状」と前後しますが、

満足度が低い（不満足度が高い）位置にあり、ごみや廃棄物の問題意識が高い結果となっ

ています。 

 

中でも、「ごみのポイ捨て」と「廃棄物の不法投棄」の不満足度が高いのが、南部地区で

す。全体では、「ごみのポイ捨て」61％、「廃棄物の不法投棄」51％であるのに対して、南

部地区では「ごみのポイ捨て」69％、「廃棄物の不法投棄」が 56％と両項目とも高い結果

となっています。 

さらに、他の地区では、設定した 24 項目の全てに１％以上の無回答がありますが、南部

地区の「ごみのポイ捨て」と「廃棄物の不法投棄」の項目のみ、無回答は０％となってい

ます。この点でも、南部地区のポイ捨てや不法投棄に対する問題意識の高さがうかがわれ

ます。 

 

環境の改善度については、全体、地区別とも「ごみ出しのマナーや分別収集」が最も「良

くなった」項目にあがっています。自由意見などには、ごみ出しのマナーに関する不満の

記述もみられますが、全体的に改善が高く評価されている結果となっています。 

また「ごみの減量・リサイクルの推進」の評価も高く、市民の取組状況と意識の高さが

うかがわれます。 

 

改善度の上位 5 位には、全体、地区別ともに「安定した水資源の確保」「水の循環利用と

節水の推進」があがっており、地域特性として意識と取組に対する評価の高さがうかがわ
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れます。 

改善度とは逆に、全体の中で「悪くなった」とする回答の多い項目が「身近で感じる温

暖化の現状」と「鳥などの動物、虫や魚など身近な生き物の生息数」です。 

このほかの項目で地区別では、中心部と中部で「騒音や振動の状況」、西部で「野山や森

林、田畑などの緑の豊かさ」、南部で「河川や池のきれいさ」などがあがっています。 

 

ポイ捨てや不法投棄の満足度の低さ（不満足度の高さ）において南部地区を見ましたが、

満足度の高さでも南部地区の特性が表れています。項目別の「大いに満足」が他の地区で

は、高くても 12％であるのに対して、南部地区では、「ごみ出しのマナーや分別」「安定し

た水資源の確保」「野山や森林、田畑などの緑の豊かさ」「海や川など、うるおいのある空

間」の４項目について 14～17％が「大いに満足」と回答しています。 

豊かな自然環境に囲まれた南部地区ゆえに、ポイ捨てや不法投棄への問題意識も他の地

区に比較して高いことがうかがわれる結果となっています。 

 

満足度の地区別の特性が表れていると思われるのが、東部地区で「身近な自然とのふれ

あい」と「自然と調和したまち並み」が 1 位、２位にあがっている点です。全体、各地区、

南部でも 10 位程度になっています。 

将来に残したい自然、歴史、文化的遺産として多くの回答があった「屋島」への強い想

いが表れているものと推察されます。 

 

「身近で感じる地球温暖化の現状」は、改善度・満足度ともに低位置にあります。異常

気象が温暖化の影響ではないかとも言われており、関心、問題意識ともに高くなっている

ことがうかがわれます。 

市独自では対応しがたい課題ではありますが、市民の意識の高さに対応する取組の推進

が求められます。 

 

 

３．環境に関する課題、市民・事業者の要望 

（１）課題と要望（ニーズ） 

市民及び事業者アンケートの回答から抽出される課題、高松市に暮らす人々の主な要

望（ニーズ）は、以下の通りです。 

 

１）水資源、水環境 

・市への取組の要望として、「海や河川、池などの水質浄化」「水源保護、節水意識の向

上、雨水有効利用などの水資源対策」が高い回答率となっています。 

・自由意見では、大雨、台風時の道路の冠水対策の要望や、河川の土砂の堆積などによ

る増水の不安があります。 

・地域の産業であるうどん店の排水への関心もあります。 

・継続した水源対策、水環境の改善、保全対策が求められています。 
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２）ごみのポイ捨て、不法投棄 

・市の取組の要望として、水の問題と並んで、「ごみの投げ捨てや不法投棄の防止対策」

があがっており、それと関係する要望として「河川・道路や公園の清掃・美化」が上

がっています。 

・まちづくりの方向性では、「ごみの少ないきれいなまち」が最も回答数が多い結果とな

っています。 

・改善度の比較的高い課題ではありますが、マナーの啓発、参加しやすい美化活動実施

と市民参加の促進などの継続が求められます。 

 

３）美しい景観、自然環境の保全 

・アンケートの回答の全体を通して「きれいなまち」「美しい景観」を創造し、将来に継

承していくべきだという想いが表れています。 

・将来に残したい自然や遺産としてあがった「瀬戸内海」「屋島」「塩江の自然」のほか

「栗林公園」「仏生山」「四国八十八ヶ所」などから地元の「商店街」までの全てが「市

の宝」です。 

・記入意見では、「今のまま残して」という回答もみられます。また、「上手く活用して

ほしい」というご意見もあります。それぞれの状況に適した保全及び活用策の推進が

求められています。 

 

４）道路・交通 

・アンケートの改善度では中位程度の位置で、満足度は低い状況です。 

・高齢化が進む中で、ますます利便性の要望が高くなると思われます。 

・コンパクトシティを目指す中で、重要な課題でもあり、市民ニーズにどこまで対応で

きるか、交通システムの効果的な運用が求められています。 

 

５）マナー、モラルの啓発 

・ポイ捨てや不法投棄、交通、自然保護、美化など多くの環境課題への対策には、市民

一人ひとりの意識の高揚と実践力の向上が不可欠です。 

・環境教育や環境学習に関しては、他の項目に比較すると若干関心度が低い結果でした

が、今後も重要な取組として環境教育や環境学習、市民・事業者への啓発活動の継続、

充実が求められます。 

 

６）環境に関する情報発信 

・事業者の要望として、「環境問題への対処方法など具体的な情報」があがっています。 

・市民からは、「環境行政について知らせてほしい」という回答も寄せられています。 

・情報発信が不足しているという状況ではなく、むしろ多すぎて見逃していることも多

いのが現状ではないかと思われます。いかにタイミングよく、ニーズに適した情報を

見ることができるかという点が求められていることがうかがわれます。 

・情報の質や量、効果的に情報を届ける方法など、改善を継続していくことが求められ

ます。 


